ムラの祭りと年中行事(佐渡 : 島の自然・くらし・文化 : 郷土を知る手引) by 両津市郷土博物館
らコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
197　ムラの祭りと年中行事
すす掃き箒
す行　つす準外ラをつ昔たす備のイ正掃たのも掃と大な月い゜すのきし掃どをた低すとのて除と迎゜い掃い日行はよえ
ま場きわかわ一んるた所はれられ年で年年は’る’てにい末男女ド゜正い一るの　　　は衆ウ　　　火がミ．．欝蓑艦‘
神い着
棚場てを所草
掃は履除男を
し衆履
たが・い
゜すて
月た度゜大の゜’す掃たこ新す除めの年掃をのよのきスもう歳のスのに徳よハ忌’神うキみかをな・がつ迎家ス始てえのスまはる内ハ
す
す
掃
き
た徳　キにど地スり　もいのがやま合斉い　と小て神こ．とはと域ス’すあ家す多サたのに）こ二泊かののよ’もにオこするでんかル’よすでの～でけいすばワよよトれ掃゜はでつバすいる行期三は　　　　　　　　　　すいたキす日とう日度年てるすれラんつコをき
　　　　ン壇掃使もか　なの十ててあ各村家゜たく角アとのキ　バのきわあた　と明三選酉つ家中の　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　まこ木（　ボ掃箒れるが　こか回ぶのたのでな　えろに歳　ウ除な’°あ　ろな忌所日゜都一ら　L
ムラの祭りと年中行事　198
　選やつ　てキメ真ん仏て地く）工正更で滅い域るやダ月川出’るやこヨマがでか苦と家とノ（近はけ日こ例をキマづ一るにうにオ（ユく
二と通やよマエダと
松が日ま迎エケうて迎あなつえなヤジ’えるどてにどキシ松に゜をは行となヤ’　　避おくいどのユ行く　けら期っの木ズ前たず日て枝（リ’　吉三がいをエハ大日隣決る伐ゴ・黒　を亡ま゜つノ榊
松誉
迎のえ曇
け歳正
　に　をべ玉飯飯　殻よ腰な※なま飲’でになごをい細ど歳らたん夕は煎どの門とで’徳なごだ飯’りを日口いは処神いのとは朝ゴ食のにう箒分iよ日い白食マベ食すしのすiつはういにをる事え’竹るiに’°こすふ地にる長柄方　　子飯すり域はと畝に法　　　　に掃’も’この青が　　　　’き汁あすろよい決　　　　魚団をるすもう葉ま　　　　や子か゜掃あにをつ　　　　汁のけ長きる箒つて　　　　の入て畝雑゜にけい懸1藷
と゜ ｳてき゜　月いの
　　様た邪　　・°魔
ごつ食で炊　使てる馳たべはや　つお地走小た’小　たく域で豆゜夕豆　ワともお粥ま飯粥　ラ縁多神をたに・　と起い酒食赤麦麦　豆が゜
　餅かのなはのれな返正とけ正は食ハ区特とく人さ毎月いて月餅ベレ別別は’びれ年用つつ用で物のしな異主とる同のてくのあを日て日なとの、じ餅つと餅ろ作にいをるし生伝とはく「こはうつはる一特て活承き’ころ’°た晴゜ハ別労は的に
オとが一
ソを多ニナ嫌い月
工うよ二（とう五力こだ日
ガうがか
ミも’ら
モあ二ニチる九八
）° 冾dl
、　にご
若　はろ
水　苦に
りれ
す着
るを
が着
’た
食り
べ　、
物休
のん
中だ
心り
的’
な特
も別
レの働毎な同L日に日行じとと従が事様よが事同を式
んあすじ年のでりる生中習”ふ活行慣日民だの事的常俗んくとなの学のりい営
一で日返うみケはとし゜がL”ﾅ　くとこそは　り
も
ち
つ
き
慎れ　ゴ　山けえも様し’松ザおかをてつにみ年はッ松ら持拝て米をの歳タサオちみ山五も暮神Lンマ帰’へ合つれのとドッり松行をてに依〉うコサ大をき入と山代㌧たマン黒伐’れ
りかとつデを様り伐たあらしたゴ家に’る袋つ迎て゜ザにそ松ことかえのうて機
のく能
でるを
あ木も
るにつ
゜はも
　、の
　敬と
　意思
　とわ
ツ迎なはと鯛
タええそにの　’ての決尾木家’まめを伐人一またそりは三置松な
山一日きのえノおに’前’腰松改米にそマサめ袋それデンてだなを
199　ムラの祭りと年中行事
ウカの餅（秋津）
のはの　台通に　で　（汲間ヤ形ウ所し穴ミはオオみ・マでカなてをズ小ソカの土のあのど松あのさナ）と蔵餅る餅ににけ餅いエのきのなとは下飾’は餅は餅に中どい曲げつ松’を一なもにといがてたや直ホ般どっ．飾よ’つおりユ径シ的でミるぶ沢たいすズニとにあズと゜根餅たるリ○よはるのこウでで゜°葉彗ぶ大゜餅ろカは’
がのナ長多餅マ畝
いはコで゜恵餅は
ま比’蛇
た須小の北棚比ウ
鵜や叡ロ島床でコ
　　　　　　　　　　　　　る船は人すハ　　　　船の注連縄（北鵜島）　　　　。小大がベキ
正月の神棚（北鵜島）
てやにサ飾アもン家るテ飾なのとビりど中こ（つとにろアけよ飾もスるびるあナが’松るロ’大を
。） ｱ黒ウ　のの柱チ　葉松やマ　なに小ツ　どユ黒・　をズ柱オ　そりなマ　えハどツ
屋年あてや・（たを松船三る勤迎な一゜めえ
ど日
に）
注神
連棚
縄や
を恵
は比
り須
’棚
オ・
マ門
ツロ
サ・
るな
年ど
男の
の正
役月
に準
は備
、か
おら
も’
に正
そ月
のの
まにほ゜小
たさど　二’しの　つ
大た丸　で
黒りい　一柱’餅　組や注で　と玄連’　し関縄中　’・を央　関
　　つどで
ざ　。’ノ
り そモ
れチ
はを
太二
陽八
と日
月に
をっ
形く
どた
っめ
た、
も二
の八
だ日
と餅
いな
、
く
の
字
形
を
し
た
ウ
カ
ムラの祭りと年中行事200
門松（北鵜島）
　　　るる月　　　神よの正　　　木う飾月
　　　（にりに　　　依なも門　　　代っの口　　　）たのに　　　のがよ立　　　　ヘ　　ワ　ー つて1．藏難蕊
あもりをつと’門
たは豪松
と’華と
い歳ない
わ徳装うれ神飾゜
てのが今
い降施でる臨さは
゜すれ正
＝：－J－＝＝一一一一一
口1
ゴウグイサンと松飾り（北小浦）
　　れい　ンに飾榊と縄　　てわ注ノ下りなよ）赤門　　いれ連イげ’どぶを玉　　る、縄力る二をス張で　　こ注のなイ重年ルりは松　　と連注どカね縄メ”　　をを連と江のに’オ年　　示張はよ積お下シダ男　　しり禁んでそげシシが　　てめ呪ではなてンと恵　　いぐ（いカえ’ボよ比　　るらタるケを縄ウぶ須　　のしブ゜イあのと切棚だた1と地）
い域の
わは意
れ清味
る浄が
゜にあ
　保る
　たと
カげ両いりや、る側うコ神椿゜に乾ン棚でこオ燥ブにはのマし’年オ恵ツたへ縄マ比サ塩イ（ツ須ン魚イ注サ棚を・力連
　　　　はは　グ縄戸どをンすおとの真枢なゴイでのの責
ろ松だ更をいウの五口長更すのが川かかグ問か（さ川ウ縄’で’つとイに所家のでチをこはぐいは注しの松はマ鎌の一棒わそ連・ば入の’ツでと月にれの縄り口細ゴ鞭菖否畠誘護硫墾膓
酬芒；鶉き2、間誤鴛巽藷ξ蕊遷鰹：°乏嶽芸讐
　つズでてをのり飾布　　　　　　　　　膳納飾ウ松るたあ　たりもい飾家’ら施　をめつグを゜とる　と葉松るらで一なの　そでたイお　きの　いとを゜なは般いよ　な’松サう　にで
　　　サ
百五聾
の重迎い
晩（えう寝五・屋る段皮根
前）ををにのむ越
ゴ松きす
ウを、ほ
201　ムラの祭りと年中行事
し草つはこ火炉年な株夜わ正’れず夜’まりる’るい月たとて・ので裏のいな’れ月白’には不りは゜でとほ三ト
年一’フ日作や夕とど大てを髪年す’在”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き秋ど一シ越緒鼠クばつ部飯いと年い迎が取ご歳者一神　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る仕よ日
　牛椀片　は水う絶二　とるるも夜　り同　うもす飯こにに辺まこでにやラこものとい眠こしが年であまは一オう馬盛でたの囲大さミのいはかわらのて集取ありせ早ニォ
㍑桔牛露認誌鷲署蒜顯会響
曙竪が慾諮ξ
認魏簗き元舗灘
の食によもろしでつくて警鑓籠訟㍗㍉
のせたるりるををま一リ　　　　　゜っ消た晩に夜た゜鼠をとと橘にさ　けし大中大いいで白せ　 ’て川火年ううは飯た　夕、の種株意゜’を゜飯海よを’
に生夜が迎陰とああえ早年え膳りるたる寝越るもがオつなすしたしおイてどるのめた膳エのとと古にもで（忌い早い心のこ居みうく形身だ馳間のと年でをつ走）名こ寄あ清たをに残うりつめ゜食家りがにた、　べ族だあなと終　た一
だ事いをけがとオ
早早いオ
くくうト
年なとシをること
取とろいるいやう
とつ’°
こて早オ
ろいくオがる年ト多と取シ
いこりのようを夕
η
．lcr．
河
歳徳神（真更川）
’盤茜
　　と
木歳よ正伐徳ん月
りさでに山んいま
の　 るつ
下歳゜ら
ま徳童れ
でさ謡るごんに中
ざど
つこ
たま
　で
　ご
　ざ
　つ　た
心
の
神
を
年
神
歳
徳
神
な
ど
　　な味鯖蓼
かもと
ざ
り
あい
つわ
たれ゜
て
　お
　り
　、
　か
　つ　て
　は
　も
　つ　と
　も
　神
　聖
ムラの祭りと年中行事202
主嘩
瞳縷
1三　・’；1。、　　§　　　・c意：・・ヅ
．，。．㌍＝∴．トs．．講
　　濠襲．．1二．きや
　　　臼の実（北鵜島）
遡
ま徳　加よ供うつおとて　とつ神真えつえがて神考きこい重おりの更るても多正酒えてのうに土’棚川こ歳のか式・ら人神の餅産棚をでと徳をっの餅れびはがをにに作はが神下た食・てと大あつ何はつ餅でのげ゜事ないに年るめも松てっき霊’そをどた幸の゜てつや’きる威家ししをよ福夜注そのもを族て’供うをに連こ晩の身一元一えでも’縄に’とに同日晩たあた高な歳アさっがの中神るらいど徳キれけ共朝眠棚゜しとを神のて’ににらのまてこ飾の方い新いはず前たくろり掛（たした’にで’れか’軸吉゜いだ歳過’こるら一を方　年く徳ご家の神里宝か）　をこ神す族夜でへ珠けに　一とのとがはあ降Lて歳　つにおこ揃’るり
iてiご
　ざ
　つ
た
がとがの食臼餅一　りなと正日いよ米後をを升北のくい月年のいいを臼かの枡鵜祝’わ様取間なか杵をぶせに島を家れ（り’がどでおせ’米ですでて歳の餅らう七こ’こをはる使い徳祝を恵か’し臼れ一’のつる神ば
鵠で既許蕊ぽ；単
炊なりきのの間の家きえム’間せ）上族こ’エそにてににがんそ（れそおお臼寝での増をなくきのて食米え一え゜’実かべを）今’翌そとらる正た年一日のい年゜月ぞは升’上う男　三L作枡朝に丸が
㌶墾
具のるるの人こだ
たびとけ
めとにで
にだあは
もけるな
年でのく
取はだ’
実
　　備な船　しと　　をど・まて書臼　　すと恵たいいのるよ比’るて　　゜ぶ須型゜下紙・紙
を大を
神黒使
棚なつ
にどて
はの和
つ下紙
たげを
り紙切
し・っ
て袴た
神紙縁を’起
迎前の
え垂よ
るれい
準紙宝
に
穴
あ
き
銭
を
は
り
つ
け
た
紙
を
下
げ
た
り
203ムラの祭りと年中行事
巨癒☆…『．．．二　．．．．
ll瀦・．、∵・丙湊無1
　　　若水汲み（北鵜島）
　　茶てしと手　水　早にオニ　　を神まう桶赤汲こくはオ月正若謬罐す謡碧蝶賠鷲水　　み招どい水は若若しを主る事汲
　　嫉詩鉱魏琵‡鍵み
　　されこ　え松えいをた’男役　　い、の三るさない汲と親では　　L囲中か゜んど’むい戚あ男　　と炉に日そととそ゜うにるで茶裏おののミいれをに入間後ズっをす座り　　’のて汲
すつく神外餅いみめてだ様にをるにる一さの出年゜行゜どいおて縄こうL宿一でのぞとをお縛神　いいめつはおつたでた
く
こ
と
を
若
゜不主あ
ご幸人つ
のがはた年あ精゜
男つ進真
がてを更元稜始川
日れめで
にた’は一と特’番きに一
る　出織春よ春か・礼正う礼け袴・月にもたを字三な現も着礼がつ在のて・日たでだ正春にがはつ月会年’広た下な始もい゜駄どのと範
も囲
との
は人
大び
年と
のの
夜間
かで
ら行
元わ
日れ
をと礼
はいをきいし
、、 ﾄ
扇年家
子男々
なはを
ど朝回
を食る
も後こ
っ’ ﾆ
て羽を
　　しの押松れエみ五　日た松　次せに男力　　て神しがる棒’杯水間ミのまいて入はゼ春　　いや立’慣は家・をムズもたで扇れこの　　る井て後習’へ三汲ラムと’家子ての神礼考㌃羅誘麗留ζ㍊雛』罫
　　に神るさつ社帰水め川棒を島新えにがこ　　憲鷲畠鶉ぞ霧；享蕊儒顯隷
　　　雰諜酷舞゜覧認㍑2誘
　　　　　　　　　　　　てメ山゜いウ’だた年力と水うと・この工考口゜再杓と始棒えにミびでとめとら立ズ川七関にしれてムを杯連水てるら力拝・
’二か
正枚ら
月を迎
二つえがけた
さカーと
つの升い
を餅米うしをを゜
’の枡年
ムラの祭りと年中行事204
L
1
x
、、！．
十二月節分の札（大川）
2、．
蓮
　つ共う　と（　て年先に長た同だ昔こ家春いを祖か畝゜年がはろの礼た迎をけ
で
は
、
神
社
’
寺
ロ
親
戚
と
㌧’
つ
順
序
で
春
礼
に
賀’春も入はのえ同てを次礼あ口’で’じの行第．にるに立は共く雪
謬を轟ぽ姦聾
　　　　のいいめつがとどここにろ　挨わるるて本ろ集も　拶れ゜意’家　　　　を、　　　味とへもまあ多っつ　か縁　をも行くてた　わば　もにきな’よ　すな　つ新’
て袋こ鍵いサ行’漁なまろのたンこ為正ノ師どたも緒ワとのを月リたを女あ・ラい日すニソち縫のっ荷でう’る日メはっ人た縄ナ石タこま　こ・てた　。なイのタとた？のヌち　　　　　どソ上キをは
　　　つ苔5苔て琵義£ぞき蕩
　　　　　　　　、゜とと紙
　、こで
船ろト
をもウ
沖あド
にる（出゜ヤ
し　）
須さく　うに様しと二゜な
に・こワそ大ろの
な足やジ
えの’ヨ
る緒たウ
と・たバ
そ
ら
え
た
模
擬
　　一粥月　し客し串　お商のま警竃鷲§鷲藁ま竃聲
初始’正嫁とにあシ大しとを水め詫盟籠。鍵経聾　　つやも春のか手をは参こては　　た赤よ礼挨けかの’㌧と行’
　　語蒜竪賭健墓三～魏
　　　嫁餅稲のお一盆階酒し親’　　　のを鯨だ祝とをのをた戚寺　　　実入でといい年松い半のへ　　　家れはいにう始をた帖春は　　　にた四うな゜客飾だの礼包　　　夫小日゜り年にりく紙にみ　　　婦豆正　ま始出’°を’銭
205ムラの祭りと年中行事
堂おし（月布施）
　べよ　との箸　大一や松るんま墨長木大漁の善真ケ゜でた書さと川と口宝更
崎
で
は
、
大
年
兀
日
に
は
風
呂
を
わ
か
さ
ず
、
’小しによで海の寺川三比て切ばは上間様でが叡一りれ二のへのは；差元≧；塞差難
の、° ¥で初　海船岸　　　ニーめ　水の辺米この飯　月五を　を胴の飯初　節空す　汲の弁をめ　分ほる　み間天食と　一ど゜　、と様
のた　る間衆斗で　豆戸と上にイが　押とま裸゜にが三高胴殻をかげよロあ境し月驚；欝璽苔嘉吉緩雛芒ぞ±麗罐
纏ぞ麹禦至§旛蒜三曇㌍羅
　るま　わこ若’両る手でイり鬼の燈゜胴　もれ　れのい三手゜で板一胴）後明　）
　　つい二堂　　た、日　　と爪にお　いを初
し鴻等
　　　調
　　　鷲
　　　難
　　　難
　　　蒜
　　　講
　　　醜
　　　ぽ
ムラの祭りと年中行事206
騰船霊様をまっる（湊）
た網ま　考母え方自が　一をもなずこえでらで然家船一ま船船
だので日れるて自対どはにるい祝
£；瓢詰ぽ摘詣羅い
゜のハ頭るう゜ら一じ神と船振　道ヤや゜考そ生っくだこ祝舞
具オ船
を・子
作ネは
りザ船
’シ主
そ・ののカと
後イこ
ごビろ
馳キへ走・集
をイま
食力り
ベリ　’
えれみのタとろで・がを出小マ考と’船’守さ宇のえが一玉船護れ宙容らあ○様霊すたをれれる日な信る子な物て゜のど仰船どしでい　夜との霊もてある　にい根はでおり゜　行わ底’もり’こ　うれに子あ’海れ　とるあをるまとは　こ船る守とたい’　ろ霊とる考一う船　と様
りを　小のと測古正をいさつく月考ま
れてはがえでてい月正るはいたの月が正たの満の’月゜でち中かと
つ’ ≒Sついま太けでてえり陰にあはば’暦よつ一一一のった月月月一て゜一一一五月
五日日
日がのの一移
満年り
月の変
祭始わ
がまり
五日
日を
を中
中心
心と
とし
した
たも
　　し　われま　とり　霊粥小　たそを頭
のい’い辺一れ日晩にれつの意者とをこ叢嬬
り
るた
のち
では
あ大
る漁
゜満
　足
　海
　上
　安
　全
　を
　祈
　願
つで○たののぞるく食味とこ招のては日゜夕夕な小つべし一ろき日、この
女の晩
に晩は
髪イ漁
を力師
結バの
わ道年
せ具取
ながり
かミだ
つダと
たケも
とルい
も（い
い乱’
飯飯え豆た物て年も’をがをる粥りとい間あ酒力遅イとを’しるのつやコいカこ作イて゜労た館ギとバうつカ、　働゜餅メ一夕もてのイ年飯あ’黒力中とっ恵みののいた比に目出う゜須模団
漁と
がこ
遅う
れも
るあ
棚し子
やたを
船ク入
・ロれ
船ミた
をこなな約れどど束はをとす船振い
る祝舞い日いつ’でがて船
も同乗主あ時組がつに員船
207ムラの祭りと年中行事
　　　、＿　．1マ無類
　　　　　　　　　　　そはか　をべ塗一日　て日　つも’講議繍、灘劔確㌶鑓芝遍聲≡Σ誘詫
　所がの川て神をでど日の心た　で食方で豊酒は使とのでとめ　おべをは作やじうい夜あす’2床梶諮㍊縫玲召露毒号語箸豊暢晋‡
ほ馳《霞認言叢3ξ
仕事初めの荷縄（真更川）
たなはこ゜道’の
　具供夜
　にえに　．はた玄
　’膳関
をを・床’あ敷備の道げい中間具’て鍬な休
おな・どめ膳ら畦にの
うす
にる
正大
月正
行月
事よ
がり
集も
中一
し五
も
中
心
的
な
年
の
初
め
の
行
事
が
行
わ
れ
る
日
だ
　てどどつ若乾をとく一餅燥つよ゜三
をしきんこElつた’でのこくカお’餅うとケも白をかメ餅に餅若らエな細・餅一ダどく草・五マに切餅小日
（すつ・年にマるて粉餅かユo叙ﾝ・けダ
こ
を
作
る
o
マ
フ・フてに豆タ’編餅ト小
ん・シ正
でゴの月
、マモの
吊餅チ餅
しななを
　駿羅羅鐡懸蟹藁、
　　　　　マユダマにイカを吊す（関）
飾新
つしま
たいた
゜竹’
　筆赤　を泊
　枡の　に大
　い工　れの　て家
　力で　りは　ガ、　ネ正　と月
　緒日
　にに　神墨　棚壼　にと
ムラの祭りと年中行事208
お松さん納め（関）
　ヨ　イつもに大餅　つりヤ　養っ豊ユ　ウメダい一飾判を佐たののメ蚕い作ダ　（エマた緒る・ジ和もよ木工にたをマ　サダを餅に゜小シ田のい（ダつもをば　ンマ作をお一判ヤ町をもエマいのり1マにる、ろ一やののさのゴにてだかもも）ゴ゜一す日宝木真しがノすはがじと　をマ六゜の船の光て用キる忘’めも鯵曇‡雛聾4霞霞攣膓
　恵ヌ　に川ん一し”ミ’てはすの比ル　モ茂納緒て暮須デ　ミでめに’れ様）　ジはの下紙のので　の、とげをニメイ　木一きて切八エカ　に五に’つ日ダや　さ日メ神てにマバ　しのイ棚作っにン　て朝ダのつい吊ジ　メにマ横たた
こジエしメる豊の・ノま工餅作枝ケキつダ花をにヤ・たマが予餅キヤ゜だ’祝をなナ　け養（小どギ　が蚕そさの・　残とのく枝ジ　り結年切ぶシ　’びの
　　　　に船めさ神や　意こか月よオでで人は切のますのたし棚注関味のの七つロ松’つあたる松松たに連です日日日てス納六てつ’°おは鎌供縄はるをに’松とめ日納た岩　ろ注でえを’°もマま納いの
のめと首
午てきで
後はには’い松一
門けを五松な切日
にいりの稲と落朝
刈いとにりうす松
餅゜こを・反と納
コ対かめ
ビにらるリ真’が餅更刃’
を川物死
し連稲るは六は縄を゜ず日一で刈門しの一縛る松’夕日りよ納セ飯に、うめリ後、イにはとに神ナし’ノ神棚ハて稲リ棚のゼ松刈をに松にをり入飾
納か刈とれつめけり称たたはて取し雑以一おり’煮外五く　’腰餅の
日゜納にを松
っツためいこてオはの’と’サ小日各を
　しロ　　　　　　　　　　へ騒盟康が多一が松た終い五’　　　　・はわ゜日大内オるこの正松マこれい月なッとはずのどサ
を　’れ一にン
　　れた　持にり　　をイ入が’下松　　イカ川こイげ納力やのうカる　　のサオしやとめ　　メンオたサこ　　イマヤ形ンろ　　ダなでにマも　　マどはあがあ　　とを’ら大る　　よ作ゴわ漁゜
　　んつマれでこ　　でてのてあれ　　い神木きつは　　る棚やたて豊　　゜のフもほ作　　　側シのしで　　　にのでいあ　　　飾木あとる　　　るでる願と　　　゜作゜うと　　　こつ　気も
209　ムラの祭りと年中行：事
惑サイの神（両尾）
　た燃ドわ大゜やンれ松川）すドる納
で
は
、
男
の
子
が
中
心
と
な
り
八
日
の
午
前
中
に
　　　　　ト
。ヤトめ　ウ
　　　　　ド＿キ之でs翔’ヤll川響
でエキた　　　多松縄
ヤるトー　　　多らるで火ウ五　　　い納゜統祭ラ日　　　゜め一りヤに　　　　るしで・行　　　　と
こ　供
ろこえ
はのて西よか
二つり
　　　トウドヤの火で餅を焼く（大川）
勘勤　勤けこたそい二の親定行神めがのちなた括家た）し棚）集小にえ紙四のち一’ ﾉをま屋尚るを方納のと一燈すりに武゜正の屋手碧百認ノ1鯖鯉揺で
てにあで日対極にはドにそ
ムラの祭りと年中行事210
鳥追い（大川）
　をな　るる一歌つ大が鳥一かいて川’追六じ各太でいい日屋戸鼓はまのののをや早で行早屋回ガ朝は事朝根るン’子が’に゜ガトど行田
ケ
ケ
ロ
が
鳴
い
た
ど
ゆ
う
て
ンウもわ畑
をドたれのたヤちる害たのの゜虫い子行大をてど事人追こもとのい・んたな参払なちつ加う鳥がても祈追中いみ願い心るらを歌に゜れす
　　るりると　　とをな’鳥　　魔’ど虫追除モと歯いほ㌶
　　な焼れら　　るいたな　　とた゜い　　い竹ト’　　うのウ風　　と先ド邪　　こにヤを
　　ろはでひ　　もさ焼か　　あんいな　　るでたい　　゜門松’　　　口の腹　　　に焼薬　　　たけに　　　て残な
待もが道つた各祖元麹璽
霞顯重ぞ舗
子きを家どておに
も’祓祭
た遊し壇ちびてが
はな回作
’がりら
先ら終れ頭夜る’
にこ夕　行ちなろ方一わが河る”四れ中原の子神日る心田　　　へをど主　 ゜にやな八
つ幡
てな
’ど
各で
町は
内’
ご一
と四
に日
道の
祖晩
神に
ま子
っど
りも
がた
　　ば　なめた土　りとは餅　つ　ホれ鳴澆羅聾蓼謙竃隠§⊥註
3熔整憲男謡藪繧躁ぎ誌
㍑蒜篭鵠。べりは離㌍醸婁鷹㍉幻㍍；
予特
祝別
儀の
礼日
でに
あ追
るい゜
払
　え
化素まれ三鵜イと三と
浅鯖灘・㍑蕊
’分承の矢端かイく矢ガ同に者種をまち　　　　　　　　渡をマじあが類射で起○つもズ歌つ子がっ歩こ○たちミ詞たどそたきせも　’でがたもの゜回Lん粉　作
うタ
ちロ
やヅ
げチ
て
ケタ
ケガ
ロネ
と
鳴工
いン
たヤ
チヤ
ヤス
1リ
ホ
1や
211ムラの祭りと年中行事
｝／
1
｛1’
繊
ジ
　　　　　ぺ曲
道祖神の祭壇（河原田）
　　　．三
　　ζ
…毅
黛轟
神　し朝うなぎしあミそにだ道て’しれ’出げキの男と祖一子て庄主しる力他女い神オど一屋人’とンののわはマも軒ににそ’ゼ順幣れ本ツたずな飲れ家ンで束て来サちっれんをの・列もい境ンはカーで受主ミをちるをハ浜ンとも取人キな・°守ヤヘゼはらるがカしお　りシ出ンやうと出ンて神　’Lて（しと徳てゼ外酒　悪を’勧立子利きンへ徳　霊すお進てど係て一出利　のる飾）てもが饗とて・　侵゜りを引た杯銭一’杯
入
を
誉
ぎ
る
やしきちにを斉各のおてあはお子に家盆札歩げ一神ど声々・をくる庄酒もをで帳燃゜°屋をには一面や翌こにつさりオ係
とた
がり正一祝月
軒詞早
一を々
軒あにをげ僧
回た侶
つりや
て’神
’あ宮
真るが言い各
やは戸
念村を
仏中ま
を・わ
唱組り
え中’
るの読
と人経
こびし
　　　　　仏るろ壇　をを江釜　にい最イいウ事
二詣離籠念露昌鷲舗隻監月も一　゜漁’供慎べえのはいノで月こ’身をは’ま中他えみ過た日灯たフあ一と子長休二六
　　　だで　一地叡んげ川とわダか身年ま七イ
者姫
の津
ナで
ガ死
レん
カだ
ン者
ジの
ヨ仏
六獄でのてでいれイつ長のた日サ日のも年休はつてサたの麻こ・ンと天’取ん’ていン゜低のの一日こ秤こりだ大’た日のにのと゜釜桶゜で日か日よ　にやこ’にけいび　お釜の地限らろ’　神の日獄りれい仏　酒蓋’の
い生日五で者育”日はを徳六が朝占和日悪早うでがいくとはダと
ムラの祭りと年中行事　212
ゴマ供養（×川）
人らネ人　を信透　殺遍うず一キた小作仰すこし’なつ人ラち比つとる．うなあどがずズが叡てがにしどるが参つと集のい複とたといあ加出いまカつ雑も春いはるするうつマたにな祈つこ゜るが゜てト゜習つ祷てのこ
゜’ ｼ真組昔力の言ではネ真をは早キ言唱’朝ラをえ一かズ唱る月
らだえが二夕ける’八刻はとこ日ま一きのにで戸は行宿’か各事に
昼ら戸を組食二かカの
合てのい頃のし、行るが行’仏事゜時事
そ教は
のと’地古仏
域く教
独かが
特ら民
のあ間信つに
仰た深
形民く
態間浸
化を
る春
時祈
季祷
な・
の春
で真
’言
坊・
さ百
ん万
もを　のの集　ヨて　は習た　移全黒宮　下方き祷　ををらた東だ火ま一ウ供ま回俗はこる部・の赤げをにを琴繰交つき立とやり月な養たりは講の゜い金軸玉る悪神し浦つ替た’島い煙’一どし’真か中赤こい北をで゜神職’でたでも真でうで一三とた寺言なの玉の’・掛はの言は゜身年日よりやなり一の行真檀け’だを’　体ののん’堂ど広軒よ事言特’一
とと一
いな月
つえ＿°て八
　住日
　職の
　か村
　ら祈
　祈祷
　祷に
　札は
　を寺
　書で
　い護
　て摩
を無晩で祈なとく一うも二な赤日あ事’い祷どよ行軒に春一ど玉三ぶ息大るすでばわを’真遍各杉軒る災川゜る護れれ回正言を霊池ずとをで
一祈は
年つ寺
中てに
息護壇
災摩家
でをの
すた人
ごきび
せ’と
るそが
こ摩て’つ月と二山・っと木い春て早よ回と度’を（る祈真々ば繰島津家ゴヌ゜祷言にれつ内なご
マル
タデ
キ）
・を
ゴ燃
マや
クし
や・’てて各どと初念村いか神のに真仏中るら社各天言をや゜次の神照’唱組　の名社皇まえ内　家前’大たるま　へを羽神
悪と一はも食疫住八’のべが職日一だ’入がに五と鉦ら書は日いをない住のうきいた職春゜らよ木が祈
う札大祷
にを般の
と祈若と
ム祷をき
ラ札行に
のとう神入よ゜職
りびこが口’の春に両と祈
さ
ず
に
数
珠
を
回
し
て
喜
言
213ムラの祭りと年中行事
（上）田遊び（大久保）
串三彦か佐神所渡社だで
’が田鷲’遊崎かび
のつが蕎認
鷺ξ
三．“・のわ（°神につ人　熱れ県も田て指行神い定わ社る無れ’の形て長は文い江以化
たの上財
゜熱の）
肺藪籔
の　月にi㍍言馨田
人神にびの　遊
の事田が豊　　　　　　び男は遊あ穣衆一びりを
に大神’祈よ屋事畑つ
っLｪ野ててと行町・
回Lいのめ廻・る白匹り一゜山行
．田と　神わ畦人え社れ
塗L　でるり六　は神
・人　一事
　　　（下）田遊び（小比叡）
田　らグ事　るるたこてほ苗水　のが大植こ田ラを小゜°）のてど配口こ厄模足えの植と行比　田は丸’のりあれ年擬引神ほま烏う叡　植車く後神なけはの的き裏力こ㌶認㌶塞董晶誌齢
　でじ’頭月指うよユ丸ズで取るすはと　もるや取六定たうズくリ終り所る二’　二のは役日無つにリ植ハわ・作゜五稲　月でり’に形てもハえをる田に　歳作　六あ田そ田文式考のて苗’起始　との　日る作れ遊化をえ置いに一こま　四よ　に゜りにび財終らきく見時しり　二う　御かモ神）われか゜た間・’歳す
ムラの祭りと年中行事214
彦’ Eご、＼寒謹
七度半の使い（浦川）
七寺　れ穣回と行てを浦目開事い祈川
に基はるるに壇壇一゜’は家家月　七’のと一　度寺主の五　半と人間日　の開はをの　使基入七夕　い壇浴回方　と家し迎’　よと
’え寺　ぶで身にか　正先を往ら　月祖清復使　行供めす者　事養、るが　がと紋゜出　伝五付　て　え穀・　’　ら豊
　　に中臨意
半こ穀のるの
い願を霊わL　　す呼力れと　　るびをるい　　予撹田゜亘
　　祝～まに田亘　　のし付遊某　　行て着びに　　事稲さはば
　　でのせ年　　あ実’の舞
　　るりま初魂葛
　　゜をためと　　　豊田にい　　　かの来う
　るい　信らこしす祝秋腰と’潟仰来ろ一神つの一細さ春上がるも月だた恵月でれ恵で強神多にと゜比二もて比はい・い稼さ恵須○’い須’°海゜ぎれ比講日
春る’に初
恵゜は恵
比
須
は
金
儲
け
に
出
か
け
る
の
だ
か
働比
き須
には
出朝
か、
け暮
て恵
秋比
に須
はは
帰夕
つ方
てに
く祝
中まにて須ををよた出いは暮初り漁てる生恵恵出民一゜業比比現の○農を須須す間月家守と・るでにで護よ春神は戻はしん恵
（’ 骭b’で比漂恵と比福恵須着比考須や比な神須え神富須ど）はてをを・とと異い農も大よす郷る神た黒びるかととらを、
　　豊っそわ　豊でこし持ど袴宙　作かなれ豆穣用の’参のを昆藷鷲二謡§熊k福
らなる大べ
れど゜師イてとこ講’いいれの大
るいで日師よ’豆に講
う一を太箸で本さいな
あのす木どる棒とのと
゜に虫箸も
　もがをい
き轟ζ鷺
い参がて本とうし読いを長）た経る膳三’米を使に二五とすいの六穀’るにせ彗の寺゜渡てほ
215ムラの祭りと年中行事
てみにご文はのととで民な日くを’俗らがに指佐学なあ謹摘渡者いっ慎しののとたすて年柳かとべい中田’いきる行国
よわ日゜事男
それの忌のはへ’ ｱみ中’泊ことのにrまので日一佐り日’と忌渡
にの春はみ年い晩と神の中つは秋を日行て仕の祀L事は事二るの』　を回たあの　し忌める序
オ
マ
ツ
リ
ノ、
ジ
メ
　忌
み
の
日
）
をの比き　こお　バくまこ恵比こ　をらし日須に江馳神赤をさたの比須ろこ供’てだの行積走酒玉供ん小日須でがうえ一’と松つでををでえ稼倉はと出多した生船いをては他供はたいで家い入くたと懸につお秋、’人え　’°でも人つり　’恵い命
゜ど崎るのわ欲ボ　ででと恵れ深や　きもさ比ていヒ　る二れ須い神ラ　限○’はたなを　り日二春゜のっ　のが○に　でけ　ご恵日海　 ”　馳比にへ　こ魚　走須恵働　の・
来恵もての金比う働る比ソ’人井須゜く
よ須バソた町の　ようのとバち大お　うに出トやに和供　にとかロ餅ごでえ　と’けロを馳はと秋荷る汁恵走’し　よ縄日を比を一て　りにに食須し九ソ　もなはべ棚’日バ　少ぞ’たに二のを　なら朝と供○夜供　いえ早いえ日がえ　ごたくうたは宵る　馳ソた゜°朝恵と走
．・ ｢1’
オマツリハジメのシトギモチ
○りす　てミをやロ　不おッ　な回がるそ焼サ加かモニ浄りリ真らでお゜のいンえしチ月を’オ更な一りこ後てやててを四さこサ川い万’の’食堂モお神日けのメでな遍一百公べにチき様のて間ははどと回万民るもに・にオ清を一オといま遍館。つしそそマ浄イーマい
うわにで
よれはヒうば大ボ
に千中ト
数遍小キをとのと
取し木よりて札ば
な小をれが札持る
ら一つ百
’枚た万
朝’数遍九一取を
え神でロのによ卯がつ元肥‡響詔芦
りムては真るこだ四はラ’モ更ののと日
ものぞチ川でといでちオれ米であきわ’帰ヤにをはるはれオつガ水ひシ゜’てマ
ムラの祭りと年中行事216
8巨…≡倉麟隠㌶二§瓢⑳F谷・・’どが・月
大ワラジ
の意と境を入よに両図にに吊らそな方がよ祈りなかるの感つ祷下いらと入じて札げよ悪ハりら、なるう霊リロれ地どとにやキにる域のこと疫リは゜内さろ、病（
大
！
フ
ジ
が
方
ず
つ
吊
のまが注（張安ざあ連伝切全まる縄染りをな゜や病）守呪こ祈）とろ物う祷ないうをし札どつ
と吊た・のてすり風ワ悪ムる下習ラいラ
ノ、
リ
キ
リ
のも菓わが時大酒子せすか行ををてわら事上’歩り夕とげまき’方
な’た廻そまつ煮男るのでてし女゜回にいめのこり百るな四のを万゜ど二日数遍
　も歳は珠を　用と漁を繰　意三をもる　し三すつ゜　て歳るた中　ムの人人央　ラ厄た々に　を年ちがド　挙のが鉦ウ　げも酒にト　てのやあリ
い放に日作を履ラちワ　散ワつに全りる牧吊のつ飲・をワラ絞しラたは長下のしりトたみワ三ラ馬張てジが’二げでな下ウもこラっををでしを’昔材て　　｛薮’がげドの馳馬にも吊はま履大’もあ　　刃ワらるヤと走を分ちり’っくワ賊あるラ畑のの行を作けよ下ムた者ラがるが馬をでと事食り、りげラとがジム巨’に作あきをべ’手’るのいいをラ大こはつるにハるこ分風゜入うて吊のなれ何て゜’リ゜れけ呂正口話はり娘もはかいこやキこをしへ月にもか下をの二；を鑓2雑蕊；籔詫§霧　．
伝こ域ムい春て連体にとらなかつる束統ろはラう真真縄を各ワれいらて゜のがだ中の゜言言・清戸ラてLは行こワあと世両そでをハめかジいと一くのラるいま方れ’唱ンてらのる’ここ大をよわでのをワえナか宿ほ゜賊んとワ使うれ馬入一ラ’カらへか　がながラつにてを口五で酒草ワ打に　退大あジた
祈祷札
217ムラの祭りと年中行事
百万遍（真更川）
羅一口で　へ　と　も尼夢の祈まそ真祈こ思鬼多道祷たな更祷のわ　難にさ月え川札ハれ阿鬼吊れ布たででりる　　りた施注はあキ゜羅尼阿下シで連二るリ鬼怯げンは縄月゜の
　尼りギ’と四波鬼れヨニ祈日
L那シ注の村遍と鬼ン連ブのが’　ギ縄キ入終
七阿ヨが（ロわ匹怯ウ’伏にるの那板ム鬼下と良鬼にラ）げ、い　はの真るそ鬼波’入言゜こ
中
で
も
つ
と
も
多
い
の
が
、
注
連
縄
気でて　はのりとはの鬼ま’間とい幽立ら豆をた節にもう春うま打’分こよ期の’きつこはのば間前
一は行の一日れの日つ・ 俣哿Nのて折’
蒜巖藷言鱒
でえが゜ ﾆつかでとはる有節もたら、いなに名分い゜七節ういあだにっ入日分゜かたが豆て川正は節とっ’をいや月節はもて民まる椿ま替一考邪間い゜ででわ年
　　地風普祷　上か国文ので　い番が節慧醗雛償天麟謬欝
　　多残影記よ連悪安下にさでがてれ
る国えよに゜中らう注
　よれに連
　り’な縄　も佐つだ　小渡た　け
　佐でので　渡こはな　やう仏く　海し教’　府たの祈
る修時札る二あとた
　　　にム四るにち゜禮昔譲災はラ日とよがはL怯一の念いつ村道と不祝入仏うて境路書起聖口）°悪で
ムラの祭りと年中行事218
ま　唱回　家漁　ど比　かそなにろ入入　ト田　えくまえ唱沢で不昔と須妙られど入やれり豆ロや佐ら家たてえ崎は漁はい棚つだはがれ’た身のロ真渡れが黒まてで節を節つにたな鬼あて真豆を妙汁更でてあ姫いまは分な分て供豆どがる’更を清りを川もいるにたき・をどの年えはと豆゜豆川アめ方食な地る゜は後’神しを豆男て熱いを豆をのキたにべど域゜　一直屋棚な占のが拝いつ拾はかよの年つるのに　福ち外なかうこまんうてつ黒きう方男いとよよ　はににどつとげくだちいてくまに向がてこうり　内戸向にたこ具゜後にる蒔なわ火を’はうに夕　　　　　　　　　　　　　　　　　　’も中飯をか向とろ合 ’一゜ ｢るしの向豆
鬼閉つかいもなもめてつうあど内る一て゜つで一゜ S一　た’と．　は福　　゜天
い　外は　ま候っ　一内　たや蔓三三舗
を　回三　の大
一升
福枡
はに
内入
　れ
鬼’
は神
外棚
一や
な恵
たほてつい穀長あ風に時ど妙いてを畝るにはに妙つた妙焚の゜な麦芽れた豆つきよがなり木た’う
出どすをりホにるとるホすウ’といとウるロ風困いこロとク呂る、ろクこにに
ら飯
なを
い食
よべ
う　、
に河
と原
一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〔一一一一一一一一一一一一一一一一一 ﾂ
1
　越
後
佐
渡
の
伝
説
』
た振えて翌植屋　もかめき田内翌勘の゜りてみ朝えにや苗り苗て植一年右節昔　向いた暗のながを田を宮えとか衛分’　いた。い招つてお植田平どいら門の黒　た゜すう待た勘くえにまきつこ悠夜姫　がそるちを゜右だが残で’ての」’に㌶…；ζあ麟元疑響諮亀鞠
　顔気でらにる代つて行に山いき出駆屋　をづ何田苗年のて翌つなのて一しけが　しき者んを’勘い年てつ方い福て込い　た’かぼ残不右たもみたかるは歓んた　赤こがをし思衛゜そた゜ら゜内待で゜　鬼ち苗のて議門　のらこ植翌’　　　　　　　 　　　　　　し来あ　だらをぞ帰なが　翌すのえ年鬼たたる　つを植いり田庄　年つたてのも゜°年
　鬼
の
田
植
え
』
1
1
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
219ムラの祭りと年中行事
口べ　い裏いる　魔はラ巨奎轟雷2欝主》雰’＋
しのでさとまに川と月リの　＿擁｝賠§芙灘に籍月
まス節貼て和だ’°書なはたル分つ窓でせこ腰メのたやぼるの
　　　　　か札細を豆と出やさをも入傘らの
松しまいり立と裏ケてくう口春九に崎焼前゜にと個’できに　さ書の鬼　　　　しき点がは’竹’悪箸
オ魔で
二除ご
ノけ飯
メにを
ザ戸食
た’を数
り琴書を
’浦く数
紙でのえにはだて書’とい
きど魔
’を物
家二が
やつく
納割る
屋りと
のにい入しわ口’れ
な十’
どニヌ
に月ル
立（デ
て閏・
て年タ
鏡　もめはとに　がの家応たれつ餅一ら’別いか潟記近中永゜てり新・六つ病当わけ端さく給一まおを年柿日た弱とれてのれの分二たりオに・の者の副る一観て堂帳（”コ行栗夕が子別’目音いに（一こ以ナわ・方参ど当オー堂る奉久四口前イれ
8讐
㌶
聾
k瓢
別御
当飯
は・
堂る行L月に家つま一祈のてた六願当いは日
し主た一かてが゜トら
取祭こキー子司のッ七にを行ク日しっ事リのてとに一朝
羅年野碑
；二曇運麓
工・ぼ簗誌
日久たたで北作時知rもも田を・八久の行野祈費幡知らわ浦願用宮本しれですなな間くて行るどど氏’いわま
オ
コ
ナ
イ
いて　やかかのシつ歩このな魚をと
てきのうのの戸い’、 ¥一わ腹ロつ盗中二とたワにてんに月いをタさ二だはのいさをしシ2±蕊誌ぽ
し月’らし駆・頭
遷翻たジξ
　む子りふヵ小イ　とど口ふヤ泊ラ　縁もにらのでギ　起た立ふ茎はの　がちてんに’枝
　よがたとさイに　い取゜　しカさ　なり　か’のし　ど除　ぎ一塩た　とい　しさ辛も
ムラの祭りと年中行事220
　　　　　　　　　　　　　　　豊ちつ文る声のる鼓作柳　　　　　　　　　　　　　　　作帰たを゜を声のをりの　　　　　　　　　　　　　　　・り鏡唱榊たををた’技　　　　　　　　　　　　　　　豊家餅えのてあ待た用を　　　　　　　　　　　　　　　漁族をな枝るげちく意何　　　　　　　　　　　　　　　をでまがに゜な、°が本
ど果ら物月月たけ柳コ　供　どたな天と樹飯ののなを’のロー開潟で神ど候年’・は変初どし神皮・月き上行事と日頭そ栗天化・とて前を山三Lのわはい照にのは候を中いおには芋一が牛れ潟つり’変風・火・うくしい・日行尾て上て・そ4㌶舗曇：籠；㌶繧編雛
誌籍鷲設顯≦露゜麟躍
　　　　　　　　　　　い　金いこ豊（は畑供はの月中の柿飯四佐作物一朝’に膳・・　神　北ると凶月渡・の日昼二納に力白 事山゜を・中一干変三晩日め盛ブ餅　の　神こ年月旬国柿化回ををてりラ・　一　社う占々かなはか供各五ふつ・ト　御　なしいの
　　事い力作　祈　　でわやにト願年　　もれ新はキす占あてし’ツるい㌶遷㍑
　　　゜ををのだ　　　こわ追よと　　　うきいうい　　　した払にう　　　たたい大゜　　　オせ’声　　　コる地を　　　ナと面あ　　　イいにげ　　　はう眠て　　　春意つ騒　　　を味てぐ　　　迎がいと　　　えあるい　　　るる強う　　　行とい動
221ムラの祭りと年中行事
置劉
年占い（潟上）
’：三．：．・・i－’
三’・二二蕪ご難・繋霧
　　　男春駒（大野）
女春駒（月布施）
に
見一
てめ
さで
えた
よや
いめ
とで
やた
申
す春
iのi初Lめ　の　春　駒
　な
　ん　ぞ　は　夢
　　どべ　にたのら春膓募裏三芒警δ
　　つ向民てワ些月駒㌃て曹Σぼ；
　　　＿は。と読ま　　　年・　白みで
の氏
風神
のに
吹そ
くな
方え
向た
を餅
みの
るネ
とズ
こミ
ろの
な食
餅と）
は土作公号物
表るのしの作
なで柄いあ’
こる疫
と゜病
需。糟鷲佐籠場。晴正
時は川女をか姿渡ののととのたが月代夏町駒も男での一邪いこ春り家に㌶馨鰭聾聾轟》竃竃i
ムラの祭りと年中行事222
　もにの春るて　で所各　意広ま駒　れ説ま経※みもと駒゜い佐はで地こ味くたと男てもた痛オうあ思と相な渡佐もにの合伝女い春いあ’のシけまわは川いの渡行伝春いわ春わ駒るる女顔ラらりれもでが春だわえ駒のる駒れの゜が春をサれ差ると始’駒けれらはあオがる面　’駒かマるががもま相がにてれ’つシ手白の　こはた
れ模竹二東るしの体北布’棒一地方その組方をれ先でに彗1竃
いタ・ほ信るク馬ど仰
　とののの　よ顔木神　ばをや゜
゜な’とつ川いないたかたラに面頬く現由た町つつたもっこサ持のが　’在来とがのてよのてとマつ古曲合でもさそ時しうだはがと馬いが流は伝れの代まだと正想同形もつが衣承る発につがい月像じののてす装者男生始た’わのさよ木はいすなも春地ま゜春れ門れう偶曲る
んどち駒だつでもがととたい似つ、いのるてて白わかよ’い面れわう演たのてかに目も女いっ
駒、付るにはがのを新芸゜強’つに舞潟と　烈東て対う県し　な北いしの内て　呪地な’はの全　術方い女今各国　的に゜春
の味ど
言方つい但た
伝馬も
えのの
は奥だ
後方と
生のい
の顔う
創で伝
作あ説
とるが
考とあ
えいる
ち　　ば　　むりつ
難
山の神まっリ（宮川）
とオどく　いわこコととこよれ山ろワいそのう、のや・うの日で旧神’小と矢はあ暦は小豆こに山るの山豆粥ろ当の゜二で粥なもた神のどあるの汁を・るか狩
を床゜らり手のま’の足間た山日
やのこへだ顔山のはとにの日絶いぬ神’対わ
るに赤にれとそ飯行’蛇な・く山やえ炊なヘムるきな行
月仕
九事
日を
にす
まる
つ人
りび
をと
行を
う守
とる
こ神
うだ
がと
多い
山
の
神
ま
つ
り
223　ムラの祭りと年rlコ行事
粉　がりいだシあ’わ1日
けンる寺れ二をコ゜や’月
原は
料米
との
し粉
たの
がこ
’と
そで
れ、
だか
けつ
でて
はは
味ウ
がル
悪チ
い米
のの
堂こ一
での五真日日
言シはをン、
あコおげや釈
’ヤ迦
団セ様
子ウのまマ亡
きとく
をよな
すぶつ
る団た
と子日
こをだ
ろ作と
　　介のゼ　話こ　もにえ　っ唱をずよ　力
まる結異た全むコ’てたで西”くの御にき㍑聾漂㍍；語麓㌶璽鉱
　　震霧議き嚢；㌶塁憲
　　　の介の゜’醜とるのの儀たけ四い九とつ詣し神
う穣て祭
　　’りにを
もも山に
思たのはえら神’
るすとオ
゜仲海コ
山いよ日耳頭式篠る本る日こののんににをを竹゜の゜にろ神ででな家山終の神笹こ宮もに’いつ印のえ弓官竹こ総あま山たて（神るとはにで代るつの゜い家に゜矢祝注はた゜わ神　たこそ　を詞連’ちるが　ととな　持を縄まに
、餐亮轟§水饗駆馴
たマと集供切’紅津各・よまえりそでで家クんっをにれ赤は庭ジでたすしを・’でラい人るた棒黄こはモるた゜’状・の’チ゜ち念五に緑日同なまが仏色伸・おじどた拾を団ば白寺ハとこう唱子しのヘラもののえとて四はアよ団でたよ四色’ワぶ子あ後ば本にハセ゜をる’れ一着ラの　ヤ゜そる緒色ア粉　セこの団にしワを　ウれ団子捻たセ使　マを子をり団のっ　・団を上巻子粉て・ヤ子まげいをに
　　　　　　　　　　　　　　　．；
餅とワ　’　・　．繧、　一・≡苦≡芸罵庄・一
・よセ　・　　’べ‘c：二・　　一、
　　　　　　　　　　　・叉　 藻・　　・ぱシば（
ンれウ泣《穂梧瀬抑．1撫F珊＿．。．＿。≒　．1　．
コるル　　　　　　　　　シンコ細工細粉チエを米
を使と
作うモ
る゜チ
のこ米
でれを
あを五
ムラの祭りと年中行事224．
　　　　　　　‘i
　　　　　　麗I
　　　　　iゴ
　　　　　　．－i
シンコ餅の型
の日を　しを木　くこ支着合にま大たほ型真とれの色図女わ川゜どに更こを動しとのりで　こ入川うも物た
と入’は
もが団’
に総子団
寺出に子でですま
団団るき子子米の
まをを一き作も週
をりら間
す’いく
る一集ら
゜五めい
　日’前　の三か　夕月ら　方一各　鐘四戸
しれでもシを団’てはあン作子一押ヤるコつを枚しセ゜とて使一花ウこよ仏い
にしシま上゜ルのてンきげ地・せ食コとて域トて用とい祈にリ蒸紅いわ祷よな籠でっれ後つどで彩てるにての蒸色’°まは干
水のモチ（月布施）
　でいユ　つく　考らとる社講詰謡こ言謡；カ1§雰社
春戸の葉春米いでれ神たこ’と謄貝三㌶ぞ｛蒜騎8甥日
㍍籠跨糞難嘉誘；ξ
町をめてて飯しをる’持たしと松のと’こや飯い小ろ豆持う比も木神゜叡多・
は社
一日
お様
礼に
に稲
ゆを
く受
Lけとに
いゆ
劃難ま
なで・日日壁’秋でを日びそのあ社
にれ社る日
なが日ととつ古はいい
たく収わうとか穫れ゜
225ムラの祭りと年巾行事
節供のヒナカザリ（大川）
な　た供地佐人・旧域渡形桃三でのなの月作土ど節三ら人を供日
れ形飾なのてのつど節お産たと供り地゜いを
’は
そ　’
れ八
ぞ幡
れや
産夷
地な
のど
名い
前ろ
をい
とろ
いオ
、ナ
床ゴ
のノ
間節
に供
土・
やヒ
紙ナ
でサ
作ン
つ節
　　ではの社＝　は’豊へ　　’田受参万　　恵の大拝ルキ即　比神神に供鷺籔　　大床け人　　黒の軸が　　が間を多　　田に床く　　のおの、　　神ら間潟　　でれに上　　ある掛な　　るとけど　　といるで　　いい゜は　　う　’ま飯
　　゜月た持　　　布椿神　　　施で社
　　　　　　てけと三　ろ型オ　る作　づ　り島京　は絵り・れ銭しワ乗てをつラれ岩楽れい日関がをコま米りこけ人’内都島廃付八いもら人る首しばわにな多持シたの’うる形海産の内れけ幡るたえ形大でん’れ田どかつ型’粉オし日は運の伏でての入。せ・をきはだ男’をでつてをこのコたな嫁にも見飾し絵形
　一着人形二゜舟は゜の日物形船八にをはを日海着船作に
にせ頭り力流’・’ヤし酒船一でた手子軒人
もと・かがのい若ら三だつ衆一人とてなつくい一どずら
わ厘につい
に田五日乗打月をせち五四てな日月
磯どに三
モを田日ンせ植と
取ずえもりにをいに’すい
出凪る一かがな四けよ一月
二行節作押1
行のわ゜コ菱ういえて長は　　　　　　　’らい浜地型形でつ家れたに’　なのあ飾れる人域り夫師　ど紅るるると形にす婦匠　と白゜日゜こなよるでの　よの　や　ろどつと餅家　ば餅　か　もがてこやへ　れを　た　あ”
だど
とと
いよ
うん
理で
由い
でた
、　　o
人し
形か
作し
り　’
ムラの祭りと年中行事226
佐渡の土人形のおもな産地
①佐和田町八幡
②両津市夷
③佐和田町髭木
④相川町2丁目・柴町
．⑤畑野町畑野
⑥新穂村正明寺・潟上
⑦羽茂町大石
×八幡人形の土の採集地
　七呼　①・
佐人称八佐’2玉渡形で幡渡…幡
で一あ人のi火土とる形土i形．
に　屋作　 ）iな　号地
つ　をのた　と地の　　っ名
は　　てか
江　一ら戸　源の
佐
渡
の
土
人
形
う～　　　ヒ」でるに四運ビこ・粘
°九三ずねと沢　～尺土ばい根　一四人りうの　◆面形がと金　二（をあご七　ノィ○作りろ郎
　）　’る　’のと
　　　　　　　　　　②のとっ多こさもれ庭　われのは多時た製の九の焼もい高嵩にいのう八概作次製も号て平のれ本たにしれ’修紺平代さ四適てを家幡略者に法残しい）型て間た築か’佐行屋（のに方しも用の人を本制とつたるののお家めいし以渡に（号末な）て細い持形記間作販てこも一中り、にそて’窒へ行染・期琵閻笥㍍羅雪鴇亮佐笑；糟舗纏劃　　o　　　　｝ 郎や
氏販
（売
大に
正つ
六い
年て
生八
ま幡
れ人
）形
かの
ら最
伺後
つの
。あ…　　和形後た七目てそ））幡
紀斎慶始指個しに年のをのわつ田年L一者定（まよこ代始美れた町の（と・さ九つつろまめし’　　　　　　　　　　　　　　°八は文印文れ○たて’でたさ京多幡い慶刻慶て種゜取同続もに都平）　つはの（い）現り家いの魅へののた高は村る保在壊のたとせ染本村も斎い岡゜管でさ裏゜いら物業岡
227ムラの祭りと年中行事
牢
2
竺
冨
褒
a
き
室
．　（　　　　　 （四　　　三代　　　代シ　　　　　　　　
大本嘉明松弘酬杢望⇒
艮聾藷
宝
蓄
芭
章
量
昭電明栄和　治辛賀酩≒三吉
套
亘
暴
垂
旦
星
宍
＄
嚢
聾
鶉
孝
羅
3
茎
冗
讃
焙
吏
窪
工
八幡
人
形製作
者
’系
図
宣
是
委
芭
完
旦
認謡霞
韓童
旦
春
生
岱
明多文治　政壬七奪
菱
具
畠
萎
芭
章
璽
あ先出に灰つる作み打らったるつにすオをて部ろ五つ足る粘に春たはのモふ重分う分メでみ土はに゜ずでテつねをとくン踏（かまな　しあ型てて手すら台んねらずる　’るとかおでるいのでば石土と　そがウらき厚型（上まりや作ま　れ’ラ粘’めの一にん）砂りず　かこ型土一に大’ゴベを・か土　らのとを方しき五ザんも木ら作　ウ．とを入型てさ彗をなたのとり　ラきあれどくに）敷くせ根いか　型顔わ型りつあにい練るなわら　をのせおしかわのてつたどれ始　は方中こよなせばのためを’め　ず（かしういてしせ゜’取山た　すオらをとよ切”そ水りか゜　のモ粘しすうり竹メれを除ら土　がテ土たるに’のンを加き採人　コ型を゜型灰縁へ棒ソえ粘つ形　ツ）取さにをにラでバな土てを　でをりらもふなで厚をがにき作
窯こ　ど家りせけ　て弓せう和はと一のの（’て型乾形目に紙人一が回窯裏一秋行おかににしで形昼でので庭○まなこししはた包の夜き窯人に月でいしてたみもん中
（’ ?`築末納’はおもでのでにニーれをいこ屋陰春いのたも入は四年で焼てうに干のた）余あれ小時間大いあ）入し彼゜で分つ’石間に小たつにれ後岸　取なたふや）三の（たなて’過　り粘゜る粘近回土素一り保日ぎくく人焼坪農管光か松ら形き（作しにらやいをの三業てあ五塩窯約み’がおて月だ入三）三暇いてこきれ○°平にたようもを○　方な゜くまんし個　嵩る秋乾で（た焼　）とあ燥に海゜く　ほ、がさか
除土オと土きはモガを”テラ小手弓型ガさで（とラくな竹ウと丸でにラ音めて糸型がた整をのすも形張あるのしりわよを
ムラの祭りと年中行事228
く一高　でた町節大と　因利　エニ毒含すじどこを　を度岸ら円さ値六゜二供願へ八にで土ナをでんるをりれ使窯しのでい五四段人本見前寺買幡なあ人メ使あだ゜脇のはつ出た温拾で○○にく間地の市い人つつ形ルうる泥大腹と正てし゜度つあ銭つつら辰域寒やに形たたのもよと絵正にき月彩しつ～のいい次）中河きのもた製使うい具一固にか色たた二二ての郎やに原た販のめ作うにうを二定はらをもと円番本売氏国は田が売と’はよなご使～し人三行のい’手間りも中売市’は考八農うつとつ一て形月なのう猿（氏子昭方りな雛’え幡閑にたかて三描ののい全（ま二のを和面子どの近ら人期な゜らい年き頭初絵面当わ番記雇五ををの節所れ形のつさ使たこ’をめどに時し目憶つ（売頼市供のるの副たら用がろ最自にり胡’童にでて一りんで前人゜製業゜に禁’ま後分か（粉
米子大はい九歩で販には一がき’た三い西売な直升三い昭と○た浜しる接の五）和い）も方たと製値～の五う年の面゜四作段四福年゜こで（ま日者が○助こ　ろあ相た町の三銭がう　まつ川’のも
作と
をし
永て
続た
さい
せへ
るん
要有
昭止鉛でにのけ彩を和とを彩眼腹て色塗のな含色をに行）り初りんに入あなを’期’ではれてつし次か食お緑て’たたにら用り青完右゜が絵はべ有を成ひ絵’具
でた
焼流
き木
、　）
半な
日ど
くを
らく
いべ
さて
ま約
し六
て○
か○
ら～
窯八
出○
し○
八は特の国はにの七幡さ約にでの幸多土八銭人て一よ’思福く人幡く　”く有想を作形人ら．形のこ○売卦で招らが形いほこ○れの生くれ作のでとで○た年年縁たら種あん萱個ととを起のれ類つ竃㌶呈姜㌶5敵
伏ば売和まはさつわの見なれ三わめれたれも人らた年り運・°る含形なとのの勢有福がめやいい有こを卦助’約島こう卦と定のは中九根と゜の）め年佐で○県は　年にた（渡も種浜’　にはも中で特類
229ムラの祭りと年中行事
鐘鰭賠鴎、認根難。號縫呈ほξ夷夷鵠
が太あ浜げこりりか゜れ塚谷ものがに太す人作形の人人あの
に化と刷市一国夷（
人一五築を究愛家年形玩（い用所好・この具＿ていL家故ろ製製九人’のに中根作作四形窯看頒川塚を禁○のを板布雀の中止）製両をし子型
中末た津取う区もと紫夷が年市望纏2°舗霧纏葬
れろわ日せ　で’れくに町富でてまれ町て　 ’販’使はに山作しでるの使　根路熊つ富移市らま続゜通用　塚は抱て山住でれ
か
り
の
型
ど
り
で
あ
る
と
～’
2
L
’
s　、，
←
艶」藝
》
　八人はス　人作止中幡形明停太長形し夷し島人な治付平木がた人ての形どか近洋人製土形し総露謹，繁擁ζ
と彗㌍要離‡㌢
夫顯蕊撃ヒぽ竃
㌣E聾講i°響
　　　　　　　　○川すたる大い上・す゜。黒た長　　種雀け　まや゜木　　類子る　た風製の　　ののこ　　　　、俗作　バ　　　　　土創
ムラの祭りと年中行事230
1ぐ・「，
＼
て　戦恵しと丁　　ナといまこ比ては目相相メもたたろ寿い一の川川ルな矢’ま・た素清町のがく口相で大が焼水に土多ほ碧田㌘惣書竺鎌言
鷲三鷲i籔蘂鞍
一う゜ど福’ 褐`地いば米一
屋人
L柴）町
がで
い土
た人゜
形
瀬を
石作
はつ
をなは）い．二　い
第どぐでた丁’　う
二のち一゜目　理次土Lは一の　由世人をぐ人柴　か界形製ちは町　ら大や作L二㌣　エ
節
供
と
は
供
え
物
を
し
て
神
を
ま
つ
る
日
　節
日
）
を
つ寿瓦　　　てり衛盛　　　の造を．江の　”人山も大
て・屋羽大二い　’門ん新新．型し雇戸中畑畑形窯と正い大が茂石たこ家で穂穂がてい時ご野野のではこた黒大町入との、なあ村．の1約い　’代ろ人人型陶茶ろ
　土わず　　人製の瓦寺　な用県゜院　れこがわ　人れ）　　形造渡の▽　ど雑か福L　てれのれ　形’と　　をし辺生潟　の器ら寿が　いらち’　を恵い　　作て芳産上　人を陶院明　るのにも　作比う　　つお右が）　形製工は治　 ゜土常と
231ムラの祭りと年中行事
一鷺驚c叢簗i護譲難1
，コ，三二T’質‘rr写
　　　　　　土人形・型　　　晶鷲謡；ζ
こ　 3誰こカミうつ　いいい
ろこ祭れ区もた江わのいかうりを別の人戸れ人’らしの並さと形時る形古　　　　　　　　o
に祭
江り
戸は
時江
代戸
中時
期代
カミ　供　　つ　ハ1雛
雛えてへ（人物お流紙形とくしやをともて土．
飾ものしでるにとま作
（く
ひは
とこ
がれ
たら
）の
を節
川日
への
流行
す事
風の
習ひ
がと
あつ
つに
た厄
と払
つ　あ求ぐ祭はあ　れこたこつめはらいつ江たろ人うた祭京ざかた戸と’形しこる都るな大時も女でたと事をとる蔵代い子饗藷籠纏警裟㌶
土飾いぬ国゜ 吹E⊇・人るるL々依で　ろ警繊量i…轟
　　　形迄雛月産藩価ほなと　のもを三考士
京ん　流価持臼』で雛ど　行高出にの農やは　がきし児中学江土　盛もて女に者
戸で　んのひ是一で雛作　でをさを雛も
り
雛
入
形
を
飾
る
風
習
が
生
ま
ムラの祭りと年中行事232
どわ五　れなのす　た「もれ。キ八るら歌く有（佐
がたの幡゜べにい卦八渡見゜巨で
るし大作
とかなら泣しもれ
．きこのた
だのが福
す福あ助
と助りのいは’中
わあ床に
れまかは早りざ高
くにりさ製もな六作大ど○をきと彗やくし重め’てさ
て子使二
てちこの幡で’なめ年入は
ボみ　に形福ターふはの助餅ふで一項がをLもふ参幸そのふく照福な字くす）をえのべけ゜招るつもが
習く
俗七ふふがつくじ
あのろみつ品ふで
たをねふと神なじい棚かさわにLん
く
縁
起
も
の
と
さ
れ
て
い
ずい焼つなく知こきてど’小らうも遊が中さ
ずかのんあまなのらでだつで子う一このた土どちモわで゜をもにノれ一ウ入の身Lや持チれ手にをすちコたにつ大い遊ミ扁持け切もびの平つるにのL人のお役あでな形ウも目つあどはチちもかると子コや果うだもどミにし情けいもの型た操にわが一抜゜も’れ手福き　知小たに助で　らさ゜持Lな
ず娘に・一も雛な
けが飾大の人どる出り川で形のよ遅三のあを衣うれ日伊つ庶装にるに藤た民雛しLか東゜ののてとた右いいず衛たわけ門
それてのう’い雛
で三る飾あ日゜り
るに一は
゜・ ﾅし’きま例
るい年
だ遅四
けれ月
かる一
たと日
間普
に及
流版
行と
さし
せて
る製
大作
きさ
なれ
要た
因も
をの
なで
す’
1…　万1．．．z．．
・・
m’
：・
n
・，　・’、
∫、、．．．
．1…
．・…　裏　　．〉’さ三・9　　　　　　 　　 よ
■　　　　　・　　■　　．　　・　　　．
u　〆．Fl
　　ゆこづ習鯵撫
　ヨ　　リロこ　　…　Fぶ∵．．」i・…　ミ…　』・：・．‥・
し
ま
つ
た
o
恵比須・大黒の土面　　家のオイエ（居間）などにかけた
233ムラの祭りと年中行事
チマキの作リ方（秋津）
笹の葉をひろげる
モチを包む
　　　麹　　＼心。蕊灘
、．＝i導慧驚繕
　　　マキをしばる
を寺にか　れ軒い　よの家で効丈こる先つ旧ばこ節五縫ミ謡虻5賭難月　　　　　　　　　　　ぽり湯身なは防しヨ四゜いは即にと体る’けたウ日撒よがなシにもブはいび丈どヨなのや宵た’夫とウるをヨ節り沢にいプな煎モ供す崎なわ湯どじギでるでるれにとてな、°はとる入い薬ど蛇ま入い゜るうにをよた浴わシととし軒け’前れヨ蛇こた先・椿にてウようりに悪やシおブけも’さ神大ヨり湯にあ着すよ川ウ’はなる物゜けなブ真万る゜にそだど湯光病と　入のと
もこ磐供
　え一物1年をチとしマ
いてキワ　　　へつ　　1期神
間を
のま
折つ
目る
々日
々（
が節
こ日
う）
　皮信　ぶ　一もで包作　入で五をじこマま束のはむつ四つは日窓らのキたとをスのた日て’はにれマを’しハスでりの流蛇本結’　　　キ作チ末リキ笹す晩産と節ん厄のるガ広ゴでマる’し通供だ除ゆとヤのマ作キ゜ヨたじでりけでこや形（つ・マモとて　すに汁ろ柏にウたカキギい子
棚あ周厄
やるりの神゜　　に効
轟諮除
社
に
供
え
、
ま果
いが
たあ
りる
’と
い
た
ダ
イ
ゴ
ロ
ウ
と
よ
なンどヨ餅え娘どボとシをらがとマも・っれ’いキよ笹いてシい・ばのたいヨ’笹れ葉りるウーのるなマ゜ブ○葉゜どキ　湯本の夷でを　に
ムラの祭りと年中行事234
　　　位通行　た田　は県　でし車れ田て車置じわ北習植佐北なごあか車はお田つてれ村俗に渡村どうるた田北り植け各る家が似島家にし゜で植　　　　　　　　　　　　　　、と鵜’はら種ものあた内がもた　　　　　　　　　　　　　北は島こ’れのの車つ植で伝伝習のれクて年で田たえもええ俗　鵜車ムのルい中は植と方’るらは　島状
ラなマる行なはいを大だれかのさウ゜事く’わし倉けてつ
背れ工
後る・
の田マ
山がル腹車ウ
の田工傾でな
斜あど
地ると
が゜も
開こよ
かのば
が’単れたなにいてあごにてクどなた、りれ田いルのつと岩’を植るマ海てい手そ行え゜ウ府しわ県のうだ　エのまれ・中たけ　な旧つる岐にめが　ど家たが阜車　に　独　　　と　｝こ　　゜　、県
田年立　よこ　現・植間し　ばの　在高がをて　れ車　で知
のに
北丸
村く
家田
がを
伝植
ええ
るて
田い
植く
え田
の植
習え
俗の
　　よは田　り除あ嫁　　ん’植こ’けげの車　　で節えの男やる実田’供も日は頭゜家　　節でしも鉢痛まか植　　供もて三巻がたら　　に働は月き治シも　　働くなのやるヨら　　く者ら節帯なウつ　　こをな供などブた　　と一いとどとを鯉　　を節と同にい大の　　タ供いじしつ正ぽ　　ブ働わよたてのり　　1きれう゜’初や
との’てに
しズい節てクた供いナ゜礼
たシ長を゜L､し　とで、
女期鍾は頃楢
髪まの
にでの飾はぼっ’
た蛇を
鷲≡；き㌍果琵灘難墾難麟纏紗
…斐き…繋裟1纏欝鍵藍
ま　こがのに　（は枚れい車と’社行こ神農棚た（田にご日くの様業田と1 纏遮、
’りじし考う迎早のさ立え松え
朝田せてらの（に植るられ枝汲苗え゜れるをみ代じ　る松春）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培’ダ’の水ににサがを連に獣
る田さ
カのら
ミ最に
サ上田ン段が
田に数
車田植
235ムラの祭りと年中行事
　　　　　　　　　　　　　　りそ半　ちえ北か植植が気の　　　　　　｛持神こええ’ましれ把三運て村ら　　　蒙羅議累累～嬰皇喜陀添＄亀会び男竃量
　　　　　　ヌ表臨た歌田よこら心の早三神当の　　　　　　　現を・うはうの丸に中乙人を主苗　　　　　　　　さ仰田。ヨは田く車心女の祀がを　　　　　灘…聾竃膓器竃匡曇蓼誘
　　　　　　　　えす風　ウもで゜へに申す人りか　　　　　　　　るる習　iよ一　と植央゜が飯ら　　　　　　　　゜農に　iい人　とえへ　車三始　　　　　　　　耕は　一しの　後た進　田個ま
・・サン田
〆！．　　‘
、．
虫封じ（大和）
申て養行にいな事虫行るどで送わとと　’り
れこよ田はるろば念’
とやれ仏稲こそる・作ろう゜虫にがでこ念害多なの仏をいい虫・およと送野ようこり念ぼでろは仏すあも’・害るあそ虫虫
゜るの封を
　が日じ追　’を・い　七定虫払　月め供う
虫
送
り
　きさ稲るる　われ刈こここ　めるりととの　てこ”や車　重と乾田’田　要な操植そ植　など、にれは　も’籾際が田
劃㌶植とな
定わ耕ど6蝶
無い俗の黙さ
形るを田歌広れ民゜示とわいる俗　す区れ田習文例別るでわ化　としこなし
財　してとさで）　 てな’れあ
ムラの祭りと年中行事236
輪くぐリ（夷）
い人に　れ大考　題発　れるいたかびきした量え昔で生今て日払きこととまかもにらはも状のいなお真の考のつしの発れ’あ況よたのう言日えくて’で生て害つにう゜でとや’らら行そあしい虫たとにれしわれうたたはのも農てのれはうとの悪でな薬い中るやときでいあうのるによがいに’御‡る稲発　　　　　’こ霊ま゜作達゜定うてわ
着に毎れそのに．しな年ての行よ’てり害い撲事っ
い’虫る滅はてつ年の゜をももた中発
も行生
の事す
でとる
はし時
なて期
はとた
かもら
りとさ
’害れ
行虫る
わがと
のし
豊な
凶い
は時
’代
農に
民は
の　、
死害
活虫
問の
田し念ム仕た仏ラ
事゜をやをま唱講したえ申
てこなのはのが入
な日らび
らは田と
な’をはい田廻’
なにり鉦
ど田’や
との害太
も神虫鼓いがをを
わ入追た
あ一　神間　れのるなつ二ま社の参な葉とど輪た月たに形詣いにいにくよにこ納をに゜’わもぐ．う正うめしおに月し夏たと’のたを切ず
のた年よや紙裡めをう年で霊の二祈齢作祭物季るなっへ忌にのどたのが分でを入物必けあ書形忌要てるき（がで’°’人
それかりのるかをこ゜らす
とあずるをる’こ
ない夏とそはをに
ら生健よ
え命康つ
て力にて祈のす’願旺ご疫し盛す病
たなご（のカと伝
かヤが染もやで病
し麻き）
切思
りう
にご
切と
り皆
てつ
もき
祓ね
っと
るて
か麻
なの
　葉
　を
　　るせねつ　べと義ξ゜鴇㌃㍉呉車
のつ
よき
わの
い夏
の越
ぶし
との
言祓
うい
なす
りる
　人
　は
こに刈日新で月のしり’たい三と’取夷なる○き参つの時。日先詣た諏塑夏に殼繍；機
は些みはの一わ次二ず輪大月れの回みく事のるよこずぐな晦神うのしり行と事な輪いま事とを歌をカつだも’をくヤり　っに夏な
唱ぐをとた来越こ
えら束い゜るし
命
く
ぐ
り
237ムラの祭りと年中行事
　　』　’と男’あ’る巫るは
　，d議唖’幽・．
七夕の山車（昭和初期）
詩㌶語顯』難夕
しでも日まが機水夕女¢たに字にた中織べはの行奈がは日国つに中略事良上’本のて棚国でが時手女で星いをか’’代にのの祭る張ら棚各かな子こり作つ伝機地らるがうの法てえはに行よ技し故か’ら機伝わう芸た事ら来れの播れにの風と出臨た別してと上習結たす思称てい願達もびこる想ださたっを古つと神でとま゜た祈くいばに’いざ　りつかただお神わ
　　必七要　　だ
　　つ　　た
　　の
で
は
な
い
か
と
考
そ
り
れ
て
い
る
o
精霊塔（片野尾）
皇盆
群語
糀
聾
と三
顯
　竃
　［
　会
　　どきでて　てに舟柵団と　ま精麗暢2麓謡‡§霊
霊　さて夫佐は歩て囲りど’はを塔聾聾妾㍉拓2踏蓼
　　大のらい・そヨっのなは七て　　‖》鶏翼禦：無ξ
　　…罵羅鞠簗；
　　いはりい’とかど着’下の　　る花’る観いけも物男げ帆　　゜火そ゜光わ声たをの’に　　　大れ各祭れをち着子舟七　　　会を町とるかがせはに夕　　　な引内し゜け頭て短は丸
ムラの祭りと年中行事238
ウ　う　馳ち八　たない　るるほダドをの（　と祖もをとロ三で精走が月精ちえわ新゜形どテウ吊長八新習霊と訪初多ウ回’霊し集一霊は物れ仏　でのなロるさ月仏合へつれ秋く
納目こ塔たま日塔水な’はめののは゜っのををど柱こ・盆と九
トがき月
ウ過に一ロぎも日
ウて親の流精戚朝し霊をにな塔招下
どをくろと下家す
いうもといすあご
’とるろ
親き゜が類は　多を’　い
招ト　よ
て朝立替をのの手飯てえの下提伝前るてせに灯いとの拝て台を、さはむおを目立れ早゜き置標て’い　’きに終立家　親’下わてで　戚水りるる七　ややてとと月　通盆く赤き末　り花る飯身日　が・のな内’　か多だどの多　り少なを人く　ののどこたは　人そと
三棒どウとの）（しのくるのの角でとなご竹の死た供祖先年盆形十よどう竿一んと養霊祖二行を字んとがまかでいと祭を度事作をでい多た月かわいり迎’はり作いいくは間られうがえそ’’りる’あ杉’三て点’るれ濃十’°こる丸家年いを旧とそ厚字そ立れ゜太の間る介暦いれなののてをこを前）°しのう満仏三先た立れ立にの点を柱てをて約あに柱のるトて四る杉へ先日ウ’～家の尖端をロこ六で葉端部トウれ競はをかにウ・にく’つら一ロボ提ら盆け吊品ウン灯い月
て七’月教’月日の色
仏一本日の教五古にもの日来子と孟にの孫に蘭多信の’盆く仰も初へのにと春
盆舟（高下）
い盆　多たが舟霊い先盆’なを゜祖のこど送
れとるはよ舟久びを
し’シ
ぶ一ヨり六望
些午ン
戻後舟
つに．
た流シ先すヨ
祖とウ
のこロ霊ろウ
がが舟
’多・
の一
霊三
を日
送頃
るに
の迎
にえ
’火
舟を
を焚
流く
すな
とど
こし
ろて
が家
漁に
村迎
にえ
　　い精ξ
霊て舟芒
　　；
’墾
　　量
　　賢
　　》
239　ムラの祭りと年中行事
事に
を仏盆
行壇の
うか一
とら三
こ位日
ろ牌に
がを台
多出の
いし上
よてに
つの　でせ板
あ”な
るこど
゜こを
　をの　中せ　心’
　にご　盆の　行上
　　高’盆て　　送流　　鉦かく流無と　　流え師ウ　　つで
がト齢以’一つし舟をけ刻す阿土椿すたの舟赤たき皿　者外魚六てたをたてん゜弥産で゜も古を玉配る
　　にのを日いり流た花だ舟陀団は　　食家食にる’さきのナを仏子’棚　　べでべ仏゜門な拝上ス送とを麦
さはるをせ’と送
る盆こつと魚うたいとが後う称多は゜しい’
　て゜精　生こ進　魚のア　をとゲ　食きな　べにど　’はと　特’い　に新つ
口いむに・る書のワでとのま十といせラ麻こでき六浜た’で殻ろあ’サで帆五作やでるこサはを色つ麦は゜れゲ盆立のたワ’　にな花て施舟
ラ盆
をの
焚そ
きな
祖え
先物
のを
霊川
をに
火どを真餓にをを積直鬼盆っ混んぐの棚けぜでに旗にて”東をそ’燃少米へ差なやしと向しえし水細け、た’をかて南品
のい作で慮だをおりはがけ全札”あ長部を施力るいの帆餓ヤの時せに鬼でだ間’し札一と’
船’や胡い家を板オくうに使のヤら゜いう舵神い　りかを（の　れ泳つ鎮長　るいけ守さ　よで盆）の　う沖棚・シ　にへに弘ヨ　’運そ法ウ　とびな大ロ　い
が
翼
li
嚢
襲
霞
　　　　　　ウる味はカとテホ　あバな　れ　る壇ナる家
ま
つ
り
牛つき’をも゜物シとそキはをて’先浮あまのワこな”作　牛祖かるた入）うえリナリシにのべが’れのもるンス　　　　　’ど物葉あとゴ・’ヨ 譌?対ウつはとそんとにるこなキ
こキ戻つろユるてもウこく
ありとれるでがば゜馬で早
　’きく
ギをのて噌仏なでの入葉いを様、えで
花れのるアのるきやてこ゜カお゜るキそとカメ鏡ト野キなをシ（一コ菜ヨえ意ワアだロや
いを設ではうかけき毎葉けたる年のる壇よ使
っとのうえいこ上にる
たろ部しよクもにてうズ多棒あにのくをる’蔓’渡家タを棒しもル張にてあキるは’るをと竹こ゜組
こやれ　みろクに　た
もズそ　て
ダ仏
ナ壇
・か
シら
ヨ出
ウし
りて
ヨな
ウら
ダベ
ナ、
なぞ
どな
とえ
よ物
んを
です
いる
ムラの祭りと年中行事240
地蔵盆
再　ぞび盆つ盆
送踊てにるり踊’たはる寺め’のののもが境踊と盆内りも踊や
ととり広
さはで場
れ死あ・
て者る辻いの゜な
た霊　どがを　で’な　老
やぐ　若がさ　男てめ　女ムて　 が
ラ　、　こ
　　戸　歌ち分　を新やが静皿　ま保踊集平踊わでりまにりぞ鵠雛
　　いのっ仏梨　　る夜てをの　　。・余唱木
　　　子興宍地ξ㌶
ちんはにだ堂豊
よりに田るすお地鬼る籠区太゜りの鼓　を老が　し人各　　’た
棚こ　に七て踊材か供相　らわ　る作の．・をれま唄五いりにっ養川今’れ盆゜の共まをたつ調るにしての音で現て踊つ輪佐ての゜もたはた頭は在おりっづ渡踊歌太取一心め’な盆のりにたくのつ詞鼓りく中のど踊よ’はこつ盆たなや入ど事踊をりつ適特蒜兜ξ鱈き謬警罐憂三
　　　　、　　、　 多歌々別がけき歌りかもにうもとヤ゜あ調かやのの、　　　　　　　　　　さたをはしはグ
れ中ラ
な央を
いに組
゜精ん
　霊で
る子つ踊で芸本やよとないのたりき態来両うりかはよとなごもは津で入つ即いいどとな精甚あれた興七わがをく霊句るなと的七れ盆素’の・°がい
祈同
り娯
も楽
こと
めし
らて
れの
る要
よ素
うが
に強
なく
つな
たり
と、
いま
わた
れ秋
ての
い豊
241ムラの祭りと年中行事
月
の
初
卯
の
日
｝≡
f丁
わ
れ
る
収
穫
祭
と
し
て
の
色
　　となき　起がを家　がはは実どこ卯鰭薯託発『芒《璃㌶2児
　　重のいしてたで盗て゜に三をかき月の日
ま
つ
り
要日たたも゜もん十なで時風罪ま罪だ五日あ代習はたに枝夜でりにはなこな豆のあ’は’いのらや日つ八’月と日な柿にた月望のい’いをはこのの満わ大と供’と名夜ちれ川いえ真を月で欠てでうた浦想のあけいは十り・像日るにた’五し大さも十よ゜寝夜’崎せ正五つ　て盗他のる月夜て　い人人よ゜一が農　るののう　五大事　牛風作に　日切を　を習物他
は把供時月一食そえ季に五べなるの供日語き競；
ピ雰元圭
べのま”夜る十たアスとと五金ケスよい夜井ビキんうの町や・でとお大カイいこ供和ヤモるうえでのな゜
違
卯の日まつり（東立島）　持ち寄った神饒
十
五
夜
子膳　やさの彩をや東真れ八が三盆立浦て幡濃個に島でい神いと’のもな社行甘オ小同いな事酒ヤ田じがどでをキ原よ’で’もと神うか行東つよ社なっわ立てばで行てれ島集れは事はてのまる’が水い小る直こあ津る田゜径のつか゜原オー日たらま神ヤ○のと胞た社キ彗朝いま現やはほ’うで在東そど氏゜のは強のの子　地伝清年団が　域承水
ムラの祭りと年中行事242
卯の日まつり　　神撰を盛リ分ける
　神ものれ撰奉　持の次饅の手ぞを仕氏ち新い田をでれ’者子寄米
でが用神の三ががるの’あい前台枚’集の粉
各つてににの神までで戸たいそワ白主るあ作かとななラ木のまるつらいいえビで家で゜た持うがると作でにち゜、°カつ作は
寄
つ
た
供
え
物
を
氏
子
の
手
か現ブたつ一っ在ラ台た勤て’とのウ番はウ柳上ルーウル’のにチと
ルチ箸盛米いチ米をりをう米は添分蒸まを特えけしっ作別勤、たりるの番そ神の
も
の
で
、
火
を
通
さ
ず
生
の
ま
ま
睡
／絞
卯の日まっリ　　オヤキを焼いて食べる
下わ間番た～げち渡げこれ前をの六る’しにこてかつだ一゜参であでいらとが）こ拝神る注『る宮め’年こし前
゜目゜籠る子頃まてにそす
れべ
はき
神こ
官と
がは
中’
心供
と物
なの
つ神
て前
進へ
めの
る上
祭げ
りよどまで氏供をうもでの子えしにのは行たててな減勤事ちい精つ少番はのく進たにの昭手゜潔゜よ子和でそ斉勤つど三供のを番ても五え後しはいに～物一たままよ六を斉もつはつ（ノ1、に
のり大て一部柏だの人行九屋手と一がわ六にをい週勤れ○下打
243ムラの祭りと年中行事
えの供　し訪い師粥　うる掛えこたすう様や大が大゜けるのもるとと団師多師ま軸と日の神こい子講い講たをこのだでろうをは゜の’掛ろ夕とあがの供こムけが食もる多はえのラて多に考客毛い”日を’いはえ人2°一丁の二大　゜　’ら神；し般寧夜
分き沢草れでかにににしな崎餅てあし弘も訪て団でやいり’法てれ一子は団る’そ大なて方八’子゜その師すくは個仏・
朝と壇ぼ、ぼのた
一た横餅方餅になはを大ど夕供師を
れ本や行るは来八事大祖の相で師霊姿大あ様のは師るに変’だ゜小化来と大豆
日
は
旧
万
～
四
日
に
す
る
と
こ
　　の勢　族ち寄あ　の中り事大　　思かこ全二つげそ祭心行の　　想らう員個たらのりとわ前自而　がはしではオれ後のなれに
講ボ㍊三‡ご這奪ぞ冨
　　が神前合でをれ隣あ祭まべ　　えとでつ食柳がのつりうて　　る共生てべの終野たをこ総　　のにの食’箸わ浦よ行と代　　で食もべ残でる地ういでと　　あべのるり焼と区に’あ村　　るるに゜のき’のも神る人゜一 ﾎとを
い入
うれ
神る
　・と
入い
共う
食姿
一’ C神思官゜た個持ロ官わ不こちは参リにれ在うの持しのよるのし手ちた炭つ゜形たに帰三火て　が’よつ個で祝　 ’総つての持詞　本代て家うちが　来が執
考時がを祖に　降く　工供　婆伝謹　食え化込約の近こるしまが養こさ説のまにらるめ束神づうとLたいののんがとたぼれのらし霊きしいな’な・粥ほたあき琴たてもれてが’たうど一くとかちりに浦餅い’て人子収大とと大ないのは’大でを
た神い々孫穫師こい師るつ風」必師は作゜霧鞠鷲馨ξぞ蓼㌍露r禁遥
つ講てきつにて荒くてたはいれれ’冬’るがる次至一か’とのの年ら雪い年頃がだやうのに終と風希豊’わもで望作先り
は一も朝真もつ授㌘と荒おあに更りたけフり天大る粥川を煮てラを’師゜をのし物くとし
まさ
たん
はの
雪跡
がか
食よたをれいたべうと供たつとるにいえとていとハう、い、うハエ゜ ｨう飢゜　　　　　　’
ムラの祭りと年中行事244
も束　的
あの民に島る一俗一に゜つ芸民伝　の能俗え　　　や要と云ら　とは能れ　し・一て　て地とい
　伝域k’る
　えの2鬼
　てのでや　き精表踊　た神現り　も生さな　の活れど　の上ては　こでい、
　とのる一　で結゜般
ま
つ
り
とにそレ日　由ま地　いっ　なの　こ　り事のによのの常こがつ域こうりたど語まそこをを日ムもつと日のうありのの意Lとのがたがの行行をラなてきは生しっと結よ味のえ意示一生特うつ定ムる日ど’活たたい束うも中ば味しま活別そてめラ　　　　　’とう意な込で鬼にてっのののいてで゜常き昔（　の・にかケ祭考場識神め演太もいり大日形るそは齢治㍑宰露詰灘至誌竺t鴎二
　　　　　゜演強う営うわる日　　　　　　じ妙行みのれとのがだてき行　　　　　　りり為　　　　　　れれを約がきで為　　　　　　る’と束’たもはさそこあ’　最そおれのとるま　大こしるこを゜た　のにてこと’ハ’理”
1諸聾？全擁読；
神事いるたも’るた’るにのわ・てなここ特さ決奉神れさまっのと別まま納社てしつて日にのざつすのいあるいのな日またる一るげなる行るにな特とま゜るど゜為゜祭行別
245ムラの祭りと年中行事
鬼太鼓（北小浦）
鷲
鬼　（丸山）
R；、．
・　纏
野　きあ人　　　集に累謡謬冤鬼讐議
ケ鬼ここい太太れ先ん
薯嚢ξ娃き鼓《¢禮
中はくの際を心’る集に佐と舞゜落島渡
しい　 かののて方　ら祭代伝や　鬼り表播演　太の的し出　鼓季なた方　の節伝と法　軽で統いな　快あ芸わど　なる能れか　太春だるら　鼓にと一’ @のは言前畑　響’う
る伝気
のえな
でらく
あれ行
るてわ
゜きれ
　たて　生い　活る
　の芸
　意能　義や
　と行　思事
　想の　が中
きの永山　出　分中豆浜声文禄科後てと類一ま系聞字二言藤くこさ帯き鬼師が（継淑るうれにの太があ一卿ののでて伝翁鼓やる五の論は’いえのLっ。五書文何こるら出’てそさいr時の゜れる相読年た竪冤
鷲合響舗ご
鵜打の』ばうじ、
鼓が項と’かつ打あにい京゜文・り一う都　字鬼’鬼日の　が二こ太記公　最人の鼓の卿　初にと一、、　に
るr川一豆や
国ま佐
中き和
系系田
鬼鬼な
太太ど
鼓鼓に
一L`の’わ
三そつ系して
統てい
に国る
ムラの祭りと年中行事246
こ（　るあ川　ととゴにはの文た゜る路こいいど書’佐鬼絵政と　が聖れううもか郷渡太で一え　　、誤以文記がれ土に鼓　　　　いな外字述タた史おのは三ば太・・　ずどののがガr家け相蕩謡『露贈鍵霧至呈
　　　　の祭茂すれが太一出を鬼r　　　　も礼樹るが始鼓（と真太ひ似鼓な　のの・説佐まは一思　　　　ば記石を渡り鉱七わてとの踊あて　か録井出でで山七れるるぶ　り描文し鬼あの三る坑がり　で写海た太るカ）も夫’』　あが・°鼓Lナ年の
示と’あまし’隠るり
てそ（rでいし鬼和あるて）名る゜二太抄’
　人鼓』と
　よがにい　つす書う
てでかこ　記一でのいをよ鬼にれとま録鬼は二たっるがこてがたで太な人一け隠演のい平’あ鼓いでとた太じ頃る安一ろLか演いも鼓らのの時隠うととじうの・れ京で代一とい推た意が笛
わそるり帽れしも’子彼るての後をらも’が藤つのっこ一氏け中
との鬼はたにも記太そもは古事鼓のの赤いが一中も頭
247　ムラの祭りと年中行事
豆まき系鬼太鼓（相川）
　　　　　　　鬼　（大倉）
鬼　（莚場）
駈
いとたも片rいはるはき似足島る今相豆゜い方たに根゜で川ま表わをりしの江はでき太ず記やてす戸合始系鼓’し”さ時体ま鬼を一てう飛み代しっ太打御いんび』末てた鼓
つ太るぬな・に期一と
の鼓゜んがはのつみが一なLら一佐のら子（おと打荷渡芸れ役オ’大つい奉能るのン相工也行行と豆一テ川が゜く　’なま
白工でた鍵を川つき鳥コはた一’路てのL）黷ｭ足か聖演翁（と鬼太との誤じと五呼太鼓い大のら鬼人ん鼓のう工日れ太）で一たにが記て鼓
き五所小　うき掛表もとの穀作松豆゜’け太い一両豊ををま　動声鼓いた側穣す染き　作をを’つに・るめはは町゜だ烏棒内豆し帽
を安また子持全き素をっ・は抱かた無桝をぶ棒病と着り使息柿”い災’草翁とな米鮭の
’どとば面
薙を果きを刀祈物でつ
をるを豆け持゜持を’つ豆ちま鶴
たま’くと
のか打善っ変けち知き化左’鳥一が右裏社（太に太や二鼓か鼓お人全わに旅）
体るあ所での゜わな’
要こせどこにの一要れな掛ヤ所ら
つけア要はて声1所一いと一で七
る体とはつとのい必役
い向うずと
ムラの祭りと年中行事248
前浜系鬼太鼓（畑野町・浦ノ河内）
覧『 P｝
ロウソ（岩首）
　　か太れ　　の鼓が前前　　大をた述浜　　工わ、の系　　共くくr鬼　　がに也島太　　か入。根鼓
　　たれ此の』髭｝　足てのす
　　し二鼓み　　て、は』　　、三’に　　飛人全一　　びしく鬼　　なてに太　　が荷江鼓　　らい戸も　　打行の’　　つく角専　　也を力に　　゜’のか
つ二　宜け顔薙
て宮こ上てで刀い・の一い立使
た八豆豆たつい゜幡ままとてが　・きき思お武　真系系わり士　野ののれ’の　・鬼鬼るも姿　西太太゜とを　三鼓鼓こもし　川は一のとて　な’とよはこ　ど相呼うこれ　真川んなの守　野地で形二る　湾域いの人か　沿かる鬼がの　岸ら゜太鬼よ　に沢　鼓面う　伝根　ををに　わ・　便つ素
の鎮　れ準てみてに　地とが　と襲行め鎮る備い押い’反面いあ聲あ一法て魂ゆ運るさる日閑をうりにる足とおはえ動゜え゜本と踏動’は゜としこ’ん以相込反のいみ作一’　いてうむで前撲む閑芸うつは本一行としもにで鎮は能動け’足本なすろあ’四魂まの作る追（足わる活る信股のた基は所灘片のれ作躍゜仰を精’本一作の足怪　　　　的踏神土的舞を反2）獣て法しいでて　要む的地なう連閑匡でと
た、は
も陰困
の陽る
で道悪
あやい
る修霊
゜験を
と道地
くな中
にどに
素のなの動L想の飛かをも動精き一さよびモ残ス作霊の踊せうなノしポだや一るるにがノて1と悪つ一゜片らケいツも霊だなると考なとどとしえどいといてらをわとわのれ踏れも
足太と
ず鼓い
つをう
強打意
くつ味
つ
に
も
似
た
り
や
、
い
と
お
か
し
き
事
也L
249　ムラの祭りと年中行事
夫間割退　宜鬼し　けも　　　っまて　ともど松う　にん強’（に治国上太てこでのい国　けた舞こよいにケすここにく本一なす中一鼓伝の舞のま中　た’いれんわ伝崎反のの行足　　　　　　　　　　　　　もロ’らでれ承・閑よ面な踏間七つる系国と承タうほ’系右一てと鬼中はさイもと佐鬼　　　　　　　　　　　　　のウその区てさ多にう影わみ
鬼三特わと一形’は゜鬼鼓舞六色ゆんと態相’　にとの）でるど呼が川お振に’鬼はん異のもり’言が悪でな豆に付潟い悪もいつま国け上伝魔のるてき中をのえ払の゜い系地し宝でい獅
て生はを子牛流享すを尾能保る鬼神太年役が
るや域
の前を
で浜中
’系心
便のと
獅し
子て
が広
絡く
む紹
も介
のさ
やれ
、て
鬼い
だる
　　　　　鼓る首域みる随て面く合　を゜っ　一となのお゜所盛
国中系鬼太鼓（下新穂）
広鼓い　のへ治八　鼓社がのにこ基行二五太ののつ評’う本つ七四鼓元祭て判軽しをて年～打祖礼
いは快て作’死一ちでにつ高な’っ打亡△（あ奉《㍊読篇§2聾
い、ムいいを、　ムいたう国の能わ学太1ミ）わの
゜i§釜㌶1灘
心加の
にわ取
爆つり
発て入
的潟れ
な上ら
人のれ
気鬼た
で太舞
上の潟て流盛上ぼ
のんの太な関安
鼓信口政の濃六年打や助間
ち京（（方都明一
流
と
〔’
つ
国
中
系
鬼
太
ムラの祭りと年中行事250
系
・佐
国渡
中の
系数
の多
いい
ず鬼
れ太
の鼓
系の
統中
にに
もは
属’
さ豆
なま
いき
も系
の・
が前
あ浜
祭りの鬼（小木）撮影：吉田　励
　　下の官　美まそ　の佐の大しで鬼の　鬼渡田正いの舞他太紀辺一形潟はの　鼓行尚二に上そ系は文雄（か流の統全でが一えの後婁量警彗鐸
　　つが鬼内作作一　　た契太省りをに　　と機鼓雅あ加よ　　いとを楽げえつ　　うな朝練ら’て　　゜つ日習れさ　’
　　　て新所たらそ　　　舟聞教゜にれ
鬼太鼓（城腰）
　も面の鎖し達をを　地くは　るま荘影でをての運地保をり’た゜た重をi誓嬉敷ぶ下存指と笛と’な残：うし内（に会すし・え小舞し一形げを今働発かた太ば木いて主’に歩はく行と動鼓’町でい記こ俘行皆者の思作・城のあるさうをす大にパわで鉦腰詫考竃聾蕊碧；2ご㌶
神
社
の
祭
礼
　小
木
祭
り
）
に
漂念｝語き磁鴇ξ藷
単鼓て当のは小太らをのす調の出つ黒’刻鼓踊’鬼るな初来て紋金みはる片が鬼が期た勇見堀に’°手ゆ太らのも躍出り足鬼　はつ鼓
251ムラの祭りと年中行事
　鹿子
小；はし舞子
　　　　　舞鹿しなては露い舞’
はかう獅京とも子都いの頭なわでを
どれ”い
かる頭たら゜にだ蓼雛
れ　く人
た　獅立と　子ちい　頭のわ　は獅
でじ太こるで　の鬼きあ夫く　子持をはるも　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　、あも鼓とたあこ鬼のなるがるこどつ持ドるのもがめるのが持動と踊鬼のもてちテこロ。が’多に゜よ持っきいり太ほをそ’　　　　　　　　　　　　　　　　ラこを　なぞい’民うつ俘はわ’鼓か追れ口をの開　いれ。そ俗に俘はせれウはにいそを着鬼け鶯曇竃…：：；黍毒罎灘
　　　　　　　　　　　　　　　ん’れ開の徴ととてもく のて激婦テ中　のしいしの’　他おしのメに　だ薙るけ鬼　一てうまで多　地りく芸ン出　り刀根たが　つ同鬼うあ様　域’大でのて　 ’を棒鬼出
辺縫：鶯，、一一縁、鉱一．＿＿＿＿＿
が匹で獅獅　と重神る杉れ演の、子子祭い立社゜池、じ雄一舞・礼わがが赤大四ら鹿匹の花のれ三合玉明月れがの演笠当る人祀神神一る雌雌目のぼ゜ずし社の五゜馨鰐傘；㌍舗　自二り子鉾　九の小に赤
にが誉の地す争り順方るつ踊で．とてり宮鬼
い　、・へ．
うつ獅登笛
よい子る吹うに狂゜き
す一い小・
て踊・の祭取り御中礼りも霊でと仕こ地演六切れ神じ月
つら社ら一て三・れ五い社白て日たの山いの
ムラの祭りと年中行事252
力幕ぞ　みる　楽胴デのれ五ら’大獅を大の下に規れ岩獅子大獅よか竹ほる首子の勢子うら弓ど゜・は一のは
に足でも
もだ幕あ
みけをる1
えが張麻
るいつ布
のつて製
でぱ一のムい列胴力み縦幕
デえ隊に
獅てで入子’歩．る
とちく者
よよのは
ば’､で、れど、そ
るム胴れ
松お種男大ケもでた型
崎にはちの・前なが獅
赤浜いか子泊系かぶ頭
・のとつに羽鬼もて長茂太い練い・鼓わり胴小がれ歩幕
木伝てくがな承いもつどさるのきにれ゜で’多て　 ’そ
くい　神の
　　罫罐5舗簾蟹腰
、由獅のか小
誘竃竃
誓晶玲
ど子てと同をといき町っいる’のけつ゜露稲てて　払荷いも　い神る頭　と社゜は　しを
辺やるあよな赤゜えつ
ど泊　たてで村　喜隠はの　びさ小新　をれ獅巻　笛た子・　と雌舞杉　’太鹿
だ野　鼓がけ浦　に’が’　つ霧演相　れがじ川　て晴
菱背
聾
灘
馨
ある　い子にすに　ごる一六うをなもよもと゜つ月と申るのつとも
こぶ一こにととてもあれろ六ろ招いい悪とるはさ日なきわわ魔獅゜眠し’のど’れれを子
っLHも家”払はての茂あの家頭い霊いな町る中をを’獣
るか菅゜を新獅火と獅で原子’神
を獅社
お子の
この祭
すか礼
所らで作む奉だ場納
と面さ
いがれ
一築子伏し
巡しにせてした噛や崇て者ん延めもはで命ら
ら祭も息れい礼ら災’清のうをそめととものるき息た霊と獅災ら力
大獅子（赤泊）
253　ムラの祭りと年中行事
意あ　しら栄とりおわ味るもれ霊を幣とされに動とな力願も弁き’転物もいをうち財はそじなと゜さ芸が天伊のたの獅　ず能唱の勢と
考の百え威獣　うれすン
ら力の
れを王
てかと
いわも
るれい
゜てわ
　悪れ　魔る　払威　い力
　のの
らわを∴皇黍
㌶㌔竃
皇ぼ摯あ誓
染あろがと穣呪るさ起は．術いしきス子なははまべ孫の獅子すリ繁か子孫るス栄もか繁Lべ．
醒蟹　・滝
夕力ミ獅子（新町）
　　のは　カの竹　のの　　御不新ミはを夕藤祭獅　夕　　禦難麟狸鵠力　　日あタんとだと頭登の　ミ　　奏㌶鷲ξ㌶摯
’謹ヨ次慶子゜編な’れタ木
藷
亀
郎長がに五使
よ（わ
っ一て六る
皇○よ
太○う
神）に
宮年な
がにつ勧’た請伊起
さ勢源
んど笹た力彫だと竹獅ミり藤混を子獅で箕同細で子あのさ工あはるこれする’がとるる゜藤’
でが人
、　、々
こ新の
れ町作
をのるタも細
蔓新
と町
三の
枚大
重神
ね宮
ムラの祭りと年中行事254
，蕊
花笠踊りの踊リ子（北田浦）
花
笠
踊
り
神絶　いれ　入承は　きれ宮え現わたこれさりそたて祭て在れののられ箕しと一礼い行てはよれ’でて伝神のたわい豊うた新作’え明際もれる作にも町つこら社にのて゜を’ののたのれL
復をい
活’る
さ昭新
せ和町
た五の
もニタ
の（カ
で一ミ
あ九獅
る七子
゜七は
　）　　 、
　年一　の時
　大途
祈農だも獅伊る（願具との子勢゜明すで考もを神るあえ’使宮
こるらこうのと箕れの一近
かなておおく
らどいかかの始がるしし宇ま獅゜らら治
つ子
た頭
もに
の使
とわ
神神山
事事田
が一にとが’
り伝や
治
に
入
り
大
神
宮
と
改
称
）
が
で
いり　旦鬼を　ぼる神祭　るで’踊那太く花世野社礼城’花立振り・鼓み笠襲田かに腰稲笠ちり子獅・’踊的養ら行のの踊で柚は子鉦そりに宅伝わ花豊り踊・小・・ののなが習れ笠作はる脚学踊笛順一さ整しる踊を’。絆校り・序行れえたもり祈城
夫覗境夫籠
はゾが内・う宮烏ウ扮に指露入帽リし入南払り子の’る役いのを早花゜°を際か乙笠　地先にぶ女を　謡頭はり姿か　いに行、のぶ　 ・　、列
も久来一能・
い知に五だ北わ軍つ日と田れ記いのい野’Lﾄ久わ浦役のは知れに付著奈八て伝け者良幡いえもで春宮るらほあ日の゜れ
花笠踊リの行列（城腰）
255ムラの祭りと年中行事
　（の礼　一鬼い　穫に　扇形城花やこ典太芸花の始踊を民腰笠六の型鼓能笠喜まり腰俗の踊月ほを・だ踊びりはに文もり一か示獅とりを’水差化のが五’す子もは歌豊口し財は奉日赤も法い’つ年祭幣）県納の玉の問わ田たをn束
藷㍊註8蠕〒顯《
も
の
は
市
指
定
の
無
　　　　踊田り神すり礼日れ佐り植一事る子でのて渡に神なの一を’赤いのは事ど舞御指城玉る花小的がL田揮腰神゜笠獅要あそのすと社　踊子素るれ踊る同の　り舞の゜にり゜型祭　のや濃　収L
花笠踊（赤玉）
とに的　のて父　祷のに解にこ舞い貞こ所創久な釈知の楽た泰のと建知るする舞を興が史しと河゜れ史楽許行’料て伝内　ぱ料が可費長は栄えに　、はどし用安、えらあ　雅見のたと寺久たれる　楽あよりしで知寺る長　のたうして催郷’院古安
　伴らなた田さので刹寺　奏なもと地れ初あでは　をいのいをて代る”　伴゜でう寄い地゜久天つ舞あも進た頭
た楽つのし舞の舞をたでた楽本踊文のありに間と字かる”直いど’°領不泰うお具　内足のこり体　でし祖
知長
地八
頭（
本八
間三
氏一
の）
祈年
　　せの以源更右　観し領て貞に当　応む分其泰一寺佐　弐る勧の先塵に渡　年の進経ずの於国　八処し営田析て久　月”に地足舞知
　衛なをり助せ意舞（門す望’成し趣楽長尉べみ園すむ有の安貞か候中とのり間寺泰ら間将雛間との文ず’亦も’雛事書花i勧貞’麦も）押i進泰尚に’
書思、
翼蓼簑
゜もる　に
3覧誉
　　　エ次関　云誘態
　二料記　一て録　≡も
三ご
瀦
鍵
ムラの祭りと年中行事256
騨i，’巳怠o 灘　∀⑱£o
ノ泰蹴＆談
花笠の踊り子（城腰）
奈腰時　ひ　奉踊九下ば楽も良の泰地くこ納り月久’ののし春住が元もの芸や一知応伝をか日人新のの中に小五の和承みし神で田言だでそ獅日久元のる’社芸開いと演の子の知（可こ現羅麓雛繋鍵突麟夜
　　　　楽えしさ゜伝の元舞賀っ謝地茂かし頭　のらたれこえをて楽社わて’　系れ一るれらあこらのし’本　統る連花はれげのし鹿’城間　を゜の笠’るれ舞い
で　たいの　拾こ立　民舞霊゜わ立湯遺れて信俗佐神う前　れち立』ら神仰系渡に　　　’かてをの楽系神のさ神神　　　こた神も詠・神楽神さ楽楽のと　ので楽と詞霊楽2楽げ
の
と
き
棺2
削
女りそいをる神い・がすのわ伝も社わ能神る熱れえののれ楽楽も湯るるを祭て系をのの゜rい日い神舞だ湯　古いやる楽つと気　語’湯゜・
神’
楽
の奉芸　に世武踊祭舞と納能まは襲左り典な思さでたこさ衛と行どわれあ田れせ門よ事をれるーつ楽を’にんに習る花たと奉城春で都得゜笠とは納腰日主合さ　踊い’すのの君のせ　りわもる住姓によた　にれとよ人を披い゜　もてもうに与露よ帰　こいと定はえしう国　うるはめ毎’たに後　しの稲た年こと一’　たで作の久のこ曲武　願’りだ知踊うに左　い久にと八り非ま衛　が知関い幡の常と門　あ八すう社指にめは　つ幡る゜の南喜’こ　た宮民　祭役び花れ　もに俗　礼を’笠を
257　ムラの祭りと年中行事
巫女神楽（湊）
い大事当る幡だたや゜神とりぶ
　社い具さ　’わ合め　新れには　穂’よ馬　の佐りを　日渡’走　吉で一ら　神は年せ　社羽の’　の吉豊馬　祭の凶上　礼羽をか　な黒占ら
　ど神う的　で社年を　行や占射　わ大いて　れ倉のぞ　ての神の
や
ぶ
さ
恵比須舞
　あ袋舞に縁　一作で　りかで所起民紅さ’能　’らは作的俗葉れ神楽　参実鯛をな系狩た職系　拝際を創も神L神に神　者に釣作の楽や楽よ楽　に菓るしをは一のつは　入子所た笛佐土こて’　気を作もの渡蜘と能能　の出’の音の蛛での楽　あし大とに神L’手の　るて黒いあ職な謡法盛　麓羅詫力1鶉叢窪
霧難蓼藪饗霧
曇芸§蓼考；5斎璽
4、
　　　　．嘉
一　＿一　14
　　　大黒舞
ムラの祭りと年中行事258
ぽ≡＿＿’一
　　　やぶさめ（羽吉）
　は的ら馬安　はの一りめネL羽馬をつに置一夜で行’のに羽黒上射て乗さ五長あ屋一射’吉神か終矢つれ日のるL二手おの社らえをたるの浜゜に日の旅羽の馬’放待と午でこ入の役所黒や場やち姿’後一のり夕は前神ぶ切ぶ’のぞ’み問’方射の社さりさ天射の羽その別か手馬のめのめ下手前黒ぎ’火ら株場や神礼神泰がで神L一精射が竺ぶ事を事平疾や社を三進手あ行さはすを・駆ぶを行日しやりわめ’る終国すさ出うか’馬’れは行゜了家るめた゜らや方代る’屋　す安馬神神　一ぶ・々も六入　る全上事興　五さ塩継の月り　とをかがが　日めふ承で一奮ミ脇謡3；繍語
馬射しをれ所朝ぞどてぶの場手’ね’に　にむはおさ祭
　中伝切
　で承り
　もさの　規れ礼　模てま
　のいで　雄るの　大と諸　さい式
　にわが（おれ’
県い’古指て県式定注内に
無目各の形さ地つ
民れのと俗てやつ
文いぶて化るさ忠財゜め実
）　 のに
やぶさめ（大倉）
259ムラの祭りと年中行事
ぽ縫
　両　ラサせチを社菅神同スサてト持のチ原社種にラ舞チつ祭ト神のの演のうン赤礼チ社祭もじ音もと鬼にンへ礼のるでのサが奉トはにに゜男でサ警納ン・羽奉六
馨頭茂納月ぼ鶏町さ一
　　田る日　　　　、
つぶろさし（羽茂）撮影：吉田　励 らぶ羽奉ろ茂納さ町
さしの
れが草
’あ刈
まる・
ず゜菅
烏　原
根’ラ護さはのチをすれ宿あト持るる根りチっな゜木かントか棒でをがンでを一示男が’持○す根’男っ月しを太根青一ぐお裁を鬼五さとと股と日をし笛にマのユトにはサ十1ンあさ力上モがわむリ神
チ
ト
チ
ン
ト
ン
も
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
　いらのツそのこの　ほへつヤいこ帽　かみでブれにとこッぼはたギうし子　とを’ロと’をとブ同羽女リ木’直　思促人に同あかだロー茂神と製獅衣　わ進間は巨るまととだ町がいの子姿
　れさのか付行けいはが村登う男はで（るせ生つ動動わわヒ’山場サ根あ幣い。よ殖てををざれヨ最かしサをくを　　うの種とみとるウ初ら’ラ摸び持ず
れとさ子3せい゜タに奉性をしを・議藷嘉濯璽驚匡象
讃芸鵠ミ羅諸誌縫哩
術けてのる霊交’の容すとつそてのて保だことのサ踊もる’たこい一’ ｶととおまシり菅゜銭男にる種稲しいにぼねはが原草太神ッ獅でのてわよしをさあ神刈鼓とブ子は穂いれりきすする社神を’ロをなばた”もるり゜と社持シと起
チトチントン（宿根木）
ムラの祭りと年中行事260
　えす永るる佐享の三渡六で四は
（あ棟能
一るの楽四゜’能の
四
）
年
五
月
、
人
の
人
物
が
佐
渡
舞盛
台ん
かな
ら島
もだ
そと
のい
盛わ
況れ
ぶ、
りそ
がれ
うは
か現
が存
チョボクリ
在れ　わ道をの’願れ芸しチ
果所人るなてヨて願坊’ど作ボ
にのと滑をつク貧たい稽いたリ窮めうなと滑はし江のロな稽’顯璽竃竃
箏ξ巨騨き
㌶託鉢蔓
だ僧あでり願のと侶つあ歩人訓もがたるい坊読い’と゜た主のわ長い　と（まれ滞わ　い大ね
チ
ヨ
ボ
ク
リ
　　よだ　ずの戸　い　　　　　　て能詰蕊罐読皇竺舗㌶　　演わに伝く中ボぐ句きぺがとチ゜　　じれチ承’期クさがいら　変ヨ　　らてヨさ今かりの続てぼそわボ　　れおボれでらは踊きもんもっク　　てりクるは末’り’　　　　　　　　　くのぞてリ
゜年たてえ全ならた代のし’国どれ願にはま羽的とる人は’つ茂にも゜坊二北た町流い人海゜大行わの道　崎しれ人か　にた’にら　わも江
主
の
こ
つ
け
三すと
　つるぺち
いらよ
わぼぼ
くんく
いのり
ん　 か
ね　け
261ムラの祭りと年中行事
当が年ら　がと　（に時あにな世多な世世流のる書い阿くつ阿阿さ佐゜いの弥’て弥弥れ渡こただの真いは）てのれとが在相る時でき状がい’島はがのあた況世う佐年わ’将る゜な阿r渡数か配軍゜能ど弥金在なつ流足がの島島どての利う道集中にい理義か行（のつな由教がき書永いいににえ’）享て゜つよる配』八も　いつ唯処と（ほ　てて一でい一と　は佐ののう四ん　謎渡も生小三ど　のにの活謡六わ　部配と’集）か　分流
の
大
成
者
と
い
わ
れ
る
観
世
兀
清
六がのけい阿れ能とたな○佐たでてる弥島てにいめこっ三渡だ’世鬼の民いつう一のて）に一こ阿神配とるい記曲金い年能っの弥面処世゜て録を島るにをあ面がをと阿　島が奉集゜佐普るを能’さ弥　民あ納の渡及の一を皐れと　　　　　　　　　へるす一警舞屡㌘家紅鍼
響か記一
はしさのな実れ章か際’に
つに神’たは前世
も’で阿の在能弥
と島をが考中舞敬えにつ神
らはたの
ムラの祭りと年中行事262
鷺流狂言「棒しばり」（大膳神社）
さ年或内脇み　とを長れ四は弥師’rい催安て月上兵’和佐わしはい五相衛謡州渡れて慶る日川と’よ相てお長゜よ大五笛り川いり九　り山ふ’常志る’年吾瓢離：°鱗
　　　　　・’　が渡奮欝杢一
神保陣狂人石事二屋言を見能（に師召守あ一も’す殿り六能渡’楽一四あ海其舞と五り山のを記）’之外好
甲へ
州能
の師
能を
役連
者れ
のて
子き
でてあ神
つ事
た能
が賀家ま七観し　のときとれ承　ぜ四八生　てわ　た催能’宝のた八世てこでなあいてす慶ら八（流こ廃れこもさのここ生門’）流本のあつがういる安れ～一のれ絶’ののれ一のうの下明年の間間るてるこるに五た一六宗にを相長と’座記し能で治に能宝’°’°と゜あ年゜六四家代し川安いやが述た楽あ一廃大生安確師’つ六業夫座政
執とた（すとに四9擾天ξ彊二
吾藷全；霞会
爾匡§麺：
漂4｝壕器譲5
ツが柳やあ一清まプ対太はつ一之でに立郎りた（亟脇っしが本り一が師なた加間’八’と
現爾でこたに当来もれり秀主’あは’信の本り宝宝の一間’生生嫡八家こ家流男世がこが八秀英佐に能世昌孝渡佐大宗が師能渡夫家本ま楽宝のか間での生世ら家続発座襲謡二い展のを本代
ての源認を目い中がめ贈をる心でたら継
五一でわてをにわが移な二）修つし中同れてさど年年業たま心行て国れか）にしのつにしい中てらに佐たがた活たるを”佐渡本’と躍能゜中ま長渡へ間吾思し師奉帰家潟わたは行りののれよ観所’初本るう世よ慶代間゜で流り安秀家能年信で太申があ夫（寛るを一永゜命六一宝
あで
るあ
がつ
、た
やと
がい
心ず安
に相に
こ川よ
れのつが神て
定社佐
着で渡
し神に
て事初い能め
つがて
263ムラの祭りと年中行事
現堂たり長　でがしL文に塚明ありてと芸驚節治つ’い詠評きは三たひるみ論”九とい゜’ ﾆまた（もて　小大たま一いは　さ町大た九え佐　な桂正ま○る渡　村月一佐六゜にには三渡）も’（で年能一一能’舞鶯九を佐台や二見渡が十四てをあ戸）’歩るの年そいこ村にのたとの来盛歌を能島況人
表楽しぶ・
能
楽
を
広
く
普
及
さ
せ
た
因
歌舞伎芝居（片野尾）
好中　兵者明会断明衛で治片片　歌藷窪雛護竃舞成が七習に＿でで　伎
は一〇たろ七がなり五四もし）演ど市（）のた年じに川一年と市こら歌恵九こい川うれ舞美二ろわ恵かる伎之六’れ美らよが助）日て之でう演の年露い助’にじ弟’戦るの旅なら子歌争゜弟回つれの舞で　子りたる市伎一　ののの゜川同時　徳役は
ムラの祭りと年中行事264
て伎にに年風　めに紋いをはよも島し再奉三る演青つあ神か度納郎゜じ年てつ社し中すか
　てたもたの’断るら　’ち伝が祭昭しよ習　ムが承、礼和てうい　ラ’さ現に二しに、
　をまれ在復二まな四　あたてで活（つつ月　げ偶おはし一たた一　た数り片’九゜が九　歌年’野そ四　　’日
舞に隔尾の七　第の伎は年小後）　二片の児交学’年　次野伝童代校演四　世尾承たでのじ月　界神がち’児ら二　大社なが奇童れ一　戦のさ歌数たな日　の祭れ舞年ちいの　た礼
一｝一’一＜A
　　＿〆一」→
1■■■■■7－9願弍琴
一欝鱒
子ども歌舞伎（片野尾）
㌶諮蒼詔闘嚇舗。謀麗ぷ蓬浪把浪
警賑雑董礪ま竺鷺員㌶プ援㌍萎藷潤藷
は五線色でとたい長九’郎町ヨいガ　曲ゴンとのい時（　　　　　　　　　　　　　　　　師ンガい初る代浪五色な軍軍書゜た塚（大とのンもリ色軍し談談いふら節一阪い竹ガのは　のガレわ期゜に曲軍談でが輌てと亭は九にい馬リで節談だ語了だあ楯主’○出’伊語あ回のとる解かる端が紀六て東勢りつし
元いのさ2°をし行）芸京吉のたが
わと談’だ内板声ケをとガ伊われ書で再な職板で島訪いリ勢れるい三びとにに西』れわを吉たがて味聞思綜r三にたれ聞の人’い線いっを五河一歌るき本にごるのてた綾色と土人゜覚名’の゜はみ゜つ軍い地で　えは畑
ほ
と
ん
ど
口
演
で
こリ節れのととなる形
をよどもはチんとの経ヨで呼で典
ンおば、やガりれウ教リ’て力義
語今いレがりでた節歌とも゜’謡よ年佐チ化
ぶ寄渡ヨさ入りでボれがのはクた
な）
つは
て江
全戸
国時
に代
爆末
発期
的に
に大
流阪
行か
しら
た始
とま
チ
ヨ
ン
ガ
リ
265ムラの祭りと年中行事
竹馬伊勢吉
亡　はの　あ軍て軍五く竹廃つしつ談浪談色な馬れいかたの花の軍つ伊てたした前節看談た勢し節’め後の板のが吉ま回大とに一を呼’はつし正思浪種かび
そ’た豊期わ花のか名の昭゜か以れ節よげは時和
に七
は（
曲一
師九
の三
生二
田）
春年
泰七
二歳
代で
な降るのうな本浪、°節なが土花曲　回扱らに節師　 しい、は
の（　 ををチな流三　取受ヨい行味　りけン゜で線　入てガ伊チの　れいリ勢ヨ伴　たたと吉ン奏　ものよのガ者　のはば芸リ）　 で、れが
が名のよ張　もそををく帯男の　の活金はうり舞かのす握人をは説説ろ佐躍時高に’台げかるり形つ盤教教ま疲す人いし人はをわ゜’Lけ領節人人のる形腰て形四みりす右でて式を形形人合と幕使遣尺る動べ手’いと地は・形戦もでうい五こ作てを遣るいと江文芝物い遣゜が寸とはが右い゜っし戸弥居がわうこそ（が軽簡袖方頭てた時人は好れこのの一で快単かはは丸人代形一んたと人陰’きででら左胴首形初の人で9か形に三る”出手串襟芝期三遣演金らが隠五と入繊しをに’居に種いじ時の高れ規い形細て裾作女では類形ら人呼幕て）わ芝な’かりは’やが式れ形名人人のれ居動あらっ合人りあでたはの形形高て発きれ突けわ形だる’こ’よとをさい生はこ込のせのし゜説と坂うよかのる期なれん一襟衣た　教か田でばか腰゜のいのででで装語　人ら金’れげ幕　おが所胴つ胸はり　形の時別るるを　　　’作串つに’物　 ・
　　と勢布伊重生目人一富施勢一屋伊形矯こ露璽芝も腰伊沢一伊＿居㌫響苗寳
　　子伊＿・勢＿也
　　が勢秋伊一後寮葦璽題
　　い保伊（）伊ヨ　　㌍讃尖謹舞
　　　伊（）勢（）　　　勢目・盛久．　　　国黒伊（知伊　　　（町勢千）勢　　　小）清種・鶴　　　木・（）伊（　　　）伊月・勢瓜
ムラの祭りと年中行事266
説教人形（瓜生屋）
　まも兵六　ら三　呼の一の衛六のれ幕昔名
う　と　と　と一う　る終のだ
まよいい～ま’わ人と入ばわう一人のる形い形れれ者六形うと芝わはて・が八のま登居れ遣い上始一伝人場はて
　　　　　　　幕幕フいま佐泉寛憲cご婆・奏亨豊三
合る江も座延　言た　　　　　　　と　。い゜戸伝の宝で　で承野年　しそ進　一さ呂間　てし行　のれ松（　演てす　うた勘一　 じ’
と葉　て失仏　れこるをは明放敗師こたと゜　’治尿話・のりばセ　新三しのお人しがリ　町二幕末花形てとフ　の（ににで芝観びは　十一な木あ居客出佐曇；ζ誕顯ぽ
竃墾i籠1…
　　　　　木・°㌶難群は・
をを共男との見訪通根い長たれしをう・とたてふ人木き尾いり形之の崎るたで介こ紅゜て’・
々し
ので
話’
題時
を々
と卑
り俗
入な
のろま人形（瓜生屋）
267ムラの祭りと年中行事
文弥人形
と　人へ京　座　と小文形入阪文だ説詠野木弥とりで弥け教ん呂の人し’大人が人で松人形て明流形伝形いが形を成治行はえとるの遺成立初し延ての゜そい立し期た宝いろ’さた頃岡年るま大せもに本間゜人崎たの人文（屋のと形弥一松はい芝の六之’わ居始七助沢れとめ三が根て結た～手のいび文一を伊るつ弥六結藤゜き節八ん常　　’が一
で盤　文佐）の一　弥渡に
形
は
、
現
在
、
瓜
生
屋
の
広
栄
り
と
出
た
り
夏
の
月
の代節ま白　い後の割袖し　殿形つを芝　き語入こでも回たさ大わ左下いかこま人がけ組居大たらつとあのし語が崎れ右部てらんた形演たみを崎゜れたと
　国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
るににり加屋たにを左出で’と技二’見屋゜かなもわ松゜動え手し胴そもす重敷学松わり一り之つ’ ｶ’助て演弥人の’目の形改
文も泣の良弥単き動に人純節作よ形な一やつは合と表て一戦よ情’大物ばも舞i
人かれ複台気らた雑にを近哀に変博松調な化しのありの
た時る’面
くぐをて串れよる舞居し之よつ入所をまぶこ台を’助うてれ作にでよとにはやはにサるをぎはうが改めが’しグ遣しり人にで良てて上たりいてな形なきし四腰方のと方いがのつる’枚幕見でいにたら着たよそのの物’う改も頭物゜うれ襖内にガ糸良のをのクをしを遣裾ガ使た、いかクっ゜人’ら入てさ形右左形頭らの手手とがに背ををも前頭を右さ
に以を側いな後立につり襖て組て’を’立上
こあ水て方れけ引式のをて幕の人御人を枠形
、のい
祭かわ
りはれ
の不る
余明゜興だ文
とが弥
し’節
て代が
人々ど形盲の
芝人よ
居のう
が座に
演語し
じりて
らと佐
れし渡
ててへ
ムラの祭りと年中行事　268
ヤ勿
ξ～、
書
＾］
、こ］
㍊已〆鰺冷1，鷺
口いのに厨町る門所の紐後す人子の貴付こ蔵こ中が部す形風民重けのさので下のけのの俗な芸人れ写舌が背て高箱研もな形て真がつ骨いさの究のどはいは上てにたは中者でを’た’下おあも八か本’考佐木畑にりたの寸ら間昭え渡偶野動’るの（発雅和ての人町くこ部’二見彦二い芸形小仕の分顔四さ氏八く能で倉掛紐がはチちれに（う史あのけを溝一）たよ一え、る平に引に見く゜つ九でこ゜畠
なくな童ら
つとつ子い
た口て風でかがいで、ら開て’真
くき’人つ
り’細形黒
て五’と　家’三大に　に平）変人　神畠年意形　像家’味芝　との畑の居　し御野あや　て
神
像
化
さ
れ
た
木
偶
　　　　視神う士とかきんこていたやうし　璃江い箱形人さき一間んいた氏とさ格木風はせ山でろあさとつ人てこへ戸（をは形のたいがこれ化偶（なた伏祈手っんこてがいのと時塊抱’で意こへ民うてし（おかのが・祷がたがろ来いた人発代偏え私あ見とん俗でいてllそつでこしと着中’てて平形展こ師てたつをがお学’く神あらた’のてれ物をそ保’畠のしろ）家ちたうな・も者こ過像やくLそ人もても開の護あさ所た’が々にと
誘誤考ξカ1離甕蹴漂緯蘂カミ゜㍉夢警
ういもせ　で’山ちい手るつくの人いを士じそ旨゜’た発興芸伏歩うをぞたので形つ養風いのの本いと見味能にい゜触と゜山洗でたつのさと返田まこ者深がよたこれいそ伏っ’°て老んき事安まろのい神つとのたいのにた着菊や人と所が次で’本゜聖てい武こきと頼とせじつがい有
が人と偲いて形き偏か人のにはら形系人’く浄統形人り
瑠は遣形人
269ムラの祭りと年中行事
うしわてまたども　年の　い小つ　が居影うでや類腰ろ　　　　　　　　 　　 　　　 　　　　　　　　　　あこかか奉た人ものこ芭俳額る倉たこあと響゜ははしを’そつとしっ納’物のがの蕉句の゜のよのつはがあなりたか一こたは’てさごはよ人掛庵の長　近うよた直あるい皮人け写でと’こいれう一う形け社書さこのなたし散す（額中かはの奉いもた聖ま塊のにれ一あ納゜の大一で偲右よた’
た額
りに
に擁
あ偶
る師
いが
は描
こか
うれ
して
たい
芸る
能と
神い
でが｝にせらさ’○　　　　　　　　　　　　　　　　　　作島の描’かれ慶ら外人かそにた応六れか物れれ塊も二餅たらにてを儲の（くも持っい見師で一らのちいるてとあ八いか込て゜いわる六のさまも描るか゜六横えれ’い子る　）長
くでうと接るいで細形た真、いにあにい結かはし工はきの早うある’うびもこよな見り人稲゜るがこ゜つしううどたで形田、、 ﾌ
長偲人
谷佃形寺師は
のの｛鬼
観描偏音かそ
堂れの
にたも
奉掛の納けで
さ額は
れがな
て’か
かれいかをこ動は大なまう゜すとか’学いせ人恐るがな手のとん形ら人ないは本思がをくたいの動田い゜つ偲ちよでく教ましく儒がうしよ授すたつでもにように一がたはつ思うで照とつになていねす会いてはいいま゜がしう人偲でたすご’た返形偏し神がれ足と事芝のよ像’にはこ
　　　　　（　　∨　　　　　　　　　　　　　　　　　偉
　　　　　　　　　　　惹、，
、， 鑛議
縣一義＝㌫㌫二慧二＝二二二ご
　　　　　　絵罵に描かれた偲偶師（畑野・長谷寺）
灘灘終
c”・一護c夢継’咋
人
が
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
いo
ムラの祭りと年中行事270
